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秘
密
裏
に
進
め
ら
れ
て
い
た
武
器
供
給
問
題
は
、
七
月
二
三
日
、
保
守
紙
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ

L
、E
c
h
o

(
1
)
 

暴
露
さ
れ
た
。
パ
リ
の
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
付
武
官
が
情
報
を
漏
洩
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
ス
ペ
イ
ン
問
題
は
、

さ
せ
る
争
点
と
化
し
た
。
右
翼
紙
は
一
致
し
て
、
ブ
ル
ム
人
民
戦
線
政
府
に
中
立
を
要
求
し
、
援
助
反
対
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ

た
。
本
稿
は
ブ
ル
ム
内
閣
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
に
対
す
る
、
右
翼
政
治
集
団
の
反
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
す
べ
て
の
右
翼
政
治
集
団
が
、
武
器
援
助
に
反
対
し
不
干
渉
政
策
を
要
求
し
た
こ
と
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
内
部
に
分
岐
を
も
た
ら
し
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

は

じ

め

に

フ
ラ
ン
ス
政
界
を
震
撼

ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
仏
独
関
係
を
め
ぐ
っ
て

(
2
)
 

の
原
型
を
生
み
出
し
た
こ
と
の
二
点
を
以
下
に
お
い
て
論
証
し
た
い
。

(
1
)
不
干
渉
政
策
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
不
干
渉
政
策
の
決
定
過
程
—
~
ブ
ル
ム
内
閣
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
—
|
_
」
『
香
川
法
学
』
第
三
巻
第

一
号
、
二
号
(
-
九
八
一
一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
最
近
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
と
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
を
中
心
に
、
不
干
渉
政
策
の
決
定
過
程
を
跡
づ
け

た
労
作
と
し
て
、
品
川
徹
「
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
と
不
干
渉
政
策
の
決
定
」
『
法
学
会
雑
誌
』
（
東
京
都
立
大
学
）
第
二
五
巻
第
一
号
(
-
九
八
四
年
）
が
あ

る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)な
お
左
翼
政
治
集
団
の
不
干
渉
に
対
す
る
態
度
お
よ
び
世
論
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
三
六
—
~
左
翼
政
治
集
団
の

意
見
の
形
状
ー
」
『
香
川
法
学
』
第
四
巻
第
一
号
(
-
九
八
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

d
e
 
P
a
r
i
s』

1
0
 

に
よ
っ
て
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反
人
民
戦
線
派
の
意
見
の
形
状

―
二
月
上
旬
の
下
院
で
は
政
府
の

右
翼
紙
は
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
に
よ
る
教
会
焼
き
打
ち
や
、
尼
僧
の
虐
殺
、
埋
葬
さ
れ
て
い
た
死
者
へ
の
冒
潰
な
ど
を
書
き
た
て
、
野
蛮

で
非
人
道
的
な
共
産
主
義
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
煽
り
、
右
翼
支
持
者
の
秩
序
感
覚
に
訴
え
て
い
た
。
多
く
の
右
翼
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
秩

(
2
)
 

序
対
革
命
、
（
キ
リ
ス
ト
教
）
文
明
対
野
蛮
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
対
共
産
主
義
の
い
ず
れ
か
の
シ
ェ
ー
マ
で
捉
え
て
い
た
。
右
翼
勢
力
は
、
ス
ペ

イ
ン
共
和
政
府
と
共
産
勢
力
を
同
一
視
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
親
フ
ラ
ン
コ
の
立
場
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
共

和
政
府
の
正
統
性
・
合
法
性
と
い
っ
た
問
題
は
、
右
翼
に
よ
っ
て
容
易
に
無
視
さ
れ
た
。
従
っ
て
共
産
勢
力
を
利
す
る
の
で
し
か
な
い
武

器
援
助
に
、
か
れ
ら
が
反
対
す
る
の
は
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

左
翼
の
干
渉
派
が
合
法
政
府
と
の
通
商
の
自
由
に
依
拠
し
て
、
武
器
の
売
却
や
引
き
渡
し
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
右
翼
政
党
は
内
政

不
干
渉
の
原
理
に
依
拠
し
て
中
立
政
策
を
政
府
に
要
求
し
た
。
右
翼
政
党
は
不
干
渉
決
議
後
も
政
府
の
行
動
を
監
視
し
、
政
府
に
中
立
政

策
を
遵
守
さ
せ
た
。
例
え
ば
九
月
に
開
か
れ
た
野
党
の
代
表
者
会
議
（
春
の
総
選
挙
敗
北
後
、
毎
週
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
）
で
、

野
党
は
介
入
を
要
求
す
る
労
働
組
合
や
共
産
党
の
行
動
を
非
難
し
、
政
府
が
中
立
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
讚
え
、

(
3
)
 

し
め
ん
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

一
層
中
立
の
効
あ
ら

本
節
で
は
下
院
の
議
事
録
を
中
心
に
し
て
、
右
翼
政
党
の
意
見
を
描
こ
う
。
外
交
政
策
は
七
月
三
一
日
と
―
二
月
四
・
五
日
の
二
度
、

下
院
で
審
議
さ
れ
た
。
七
月
三
一
日
の
下
院
で
は
ス
ペ
イ
ン
問
題
は
中
心
的
議
題
で
は
な
か
っ
た
が
、

日

右

翼

政

党
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
憲
兵
と
す
る
危
険
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
…
…
仏
英
連
帯
は
平
和
の
本
質
的
保
障
で
あ
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は

不
干
渉
政
策
と
の
連
帯
を
主
張
し
た
い
。
…
…
政
府
に
賛
成
票
を
投
じ
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
戦
争
に
反
対
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

(
5
)
 

ー
戦
争
に
反
対
し
、
平
和
に
賛
成
し
、
わ
れ
わ
れ
を
戦
争
に
お
い
や
る
あ
ら
ゆ
る
軽
率
さ
に
反
対
す
る
」
と
。
か
れ
の
立
場
か
ら
は
ロ
ン

(
6
)
 

ド
ン
の
不
干
渉
委
員
会
に
よ
る
解
決
策
こ
そ
が
、
「
鮮
や
か
で
唯
一
理
に
か
な
う
」
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ダ
ン
の
立
場
は
こ
の
後
も
不

変
で
、
三
八
年
に
は
「
わ
れ
わ
れ
は
不
干
渉
の
擁
護
者
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
第
二
次
ブ
ル
ム
内
閣
の
も
と
で
の
介
入
の
危
険
に
注
意
を

民
主
同
盟
総
裁
フ
ラ
ン
ダ
ン
（
下
院
外
交
委
員
）
は
、

ル
・
レ
イ
ノ
ー

P
a
u
l

フ
ラ
ン
ス
は
、

二
人
の
代
表
的
政
治
家
の
意
見
を
記
す
こ
と
で
、

そ
れ
は

(
4
)
 

オ
ル
レ
ア
ン
主
義
の
系
譜
を
ひ
く
民
主
同
盟

Alliance
D
e
m
o
c
r
a
t
i
q
u
e
は
、
三
六
年
―
一
月
に
第
三
一
回
党
大
会
を
開
催
し
た
。
外

交
と
国
防
問
題
が
主
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ

a
g
e
n
d
a
で
あ
っ
た
。
大
会
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
と
平
和
を
守
る
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
極
化

を
避
け
る
こ
と
、
仏
伊
友
好
、

た
。
そ
の
決
議
は
、
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
中
立
政
策
を
支
持
し
て
い
た
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
内
政
な
い
し
外
交
へ
の
外
国
の
介
入
を
容
認
し
な
い

い
か
な
る
口
実
に
せ
よ
、
他
国
の
内
政
に
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
お
い
て
、
わ
が
国
を
戦

争
に
引
き
い
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
宣
伝
を
強
く
非
難
す
る
」
と
述
べ
、
民
主
同
盟
は
外
相
デ
ル
ボ
ス
の
行
動
を
称
讃
し
、
介
入

派
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
党
と
し
て
の
立
場
は
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、

よ
り
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
政
治
家
と
は
ピ
エ
ー
ル
1
1

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
フ
ラ
ン
ダ
ン

Pierre-
E
t
i
e
n
n
e
 
F
l
a
n
d
i
n
と
ポ
ー

①

民

主

同

盟

ソ
連
外
交
へ
の
批
判
、

R
e
y
n
a
u
d
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
民
主
同
盟
は
次
の
大
会
決
議
を
あ
げ

―
二
月
五
日
の
下
院
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
を

ス
ペ
イ
ン
政
策
が
議
論
さ
れ
信
任
に
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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―
二
月
五
日
、

フ
ラ
ン
ダ
ン
総
裁
は
政
府
を
信
任
し
た
が
、

レ
イ
ノ
ー
も
総
裁
と
同
じ
見
解
を
示
し
て
い
た
。

ペ
イ
ン
と
い
う
木
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
森
を
隠
さ
ぬ
よ
う
求
め
た
。

な
か
に
位
置
づ
け
る
必
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

台
た
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
に
窺
知
し
う
る
。

か
れ
は
不
干
渉
を
め
ぐ
っ
て
与
党
が
分
裂
し
、
別
の
与
党
が
生
ま
れ
て
い
る
現
状

(
9
)
 

を
直
視
す
る
よ
う
に
求
め
、
首
相
に
共
産
党
と
手
を
切
る
こ
と
を
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
イ
ノ
ー
は
既
に
七
月
三
一
日
の
下
院
で
も
、
大

臣
糾
問

Interpellation
の
一
番
手
と
し
て
政
府
を
乱
し
中
立
を
求
め
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
北
ア
フ
リ
カ
を
結
ぶ
陸
橋
で
あ
り
、
地

中
海
を
拒
す
る
ス
ペ
イ
ン
—
|
か
か
る
地
政
学
的
重
要
性
を
も
つ
ス
ペ
イ
ン
の
い
ず
れ
か
の
陣
営
と
、
極
度
に
悪
い
関
係
に
な
る
こ
と
は

(10) 

誤
り
だ
と
か
れ
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
的
安
全
を
重
視
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
の
立
場
で
あ
る
が
、
経
済
的
軍
事

的
難
問
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
レ
イ
ノ
ー
に
と
っ
て
、
外
交
的
紛
糾
を
自
ら
招
く
の
は
愚
の
骨
頂
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

政
府
の
ス
ペ
イ
ン
中
立
政
策
に
異
存
は
な
く
、
こ
の
問
題
は
「
解
決
済
み
」
と
い
う
発
言
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
メ
モ
ワ
ー
ル
(11) 

の
な
か
で
も
か
れ
が
不
干
渉
問
題
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
か
れ
が
こ
の
問
題
を
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
中
道
右
派
政
党

つ
い
て
は
、 (

7
)
 

促
し
て
い
た
。

レ
イ
ノ
ー
は
ス
ペ
イ
ン
問
題
を
、

ス

(
8
)
 

レ
イ
ノ
ー
は
反
対
票
を
投
じ
た
。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン
問
題
や
対
英
関
係
に

か
れ
は
不
干
渉
問
題
は
解
決
済
み
の
問
題
で
あ
る
と
一
言
で
片
づ
け
、

フ
ラ
ン
ス
の
外
交
政
策
全
体
の

か
れ
の
外
交
機
軸
は
「
仏
英
協
調
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

わ
れ
わ
れ
の
政
策
の
上

2
 

独
立
民
主
急
進
左
翼

L
a
g
a
u
c
h
e
 
d
e
m
o
c
r
a
t
i
q
u
e
 
et 
radicale 
i
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
e
の
ル
イ
・
ド
・
シ
ャ
ペ
ド
レ
ー
ヌ

L
o
u
i
s
d
e
 

C
h
a
p
p
e
d
e
l
a
i
n
e
は
、
―
二
月
五
日
、
ス
ペ
イ
ン
問
題
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
絶
対
中
立
の
政
策
を
墨
守
す
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
て
外
相

の
宣
言
を
承
認
し
た
。
武
器
や
弾
薬
を
送
る
こ
と
は
戦
争
を
長
び
か
せ
る
最
悪
の
事
柄
で
あ
る
と
非
難
し
、
仏
・
英
・
米
三
大
民
主
主
義

4 -2 -361 (香法'84)



武
器
の
密
売
を
妨
げ
る
こ
と
で
事
実
化
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、

ン
グ
ル
は
、

(12) 

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
産
主
義
の
両
ブ
ロ
ッ
ク
を
仲
裁
す
る
任
務
を
果
た
す
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
三
一
日
の
下
院
で
は
、

同
派
の
ジ
ャ
ン
・
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー

J
e
a
n
M
o
n
t
i
g
n
y
が
大
臣
糾
問
を
発
し
た
。
独
伊
両
国
の
緊
密
な
結
合
を
妨
げ
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
外

交
の
要
諦
は
失
敗
し
、
独
伊
両
軍
の
フ
ラ
ン
ス
侵
略
の
際
、

対
立
は
激
化
し
、
現
在
は
一
九
一
三
年
よ
り
悪
い
状
況
に
あ
る
。
宗
教
戦
争
と
十
字
軍
の
心
理
状
態
が
溜
漫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
ス
ペ
イ
ン
事
件
の
な
か
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
緊
密
で
全
般
的
な
協
力
を
回
復

(13) 

す
べ
き
だ
と
か
れ
は
訴
え
た
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
直
接
、
武
器
援
助
問
題
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
戦
争
を
是
が
非
で
も
回
避
せ
ん
と
す

同
じ
く
七
月
三
一
日
の
下
院
で
、

ピ
レ
ネ
ー
国
境
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の
ル
ネ
・
デ
ル
ザ
ン
グ
ル

R
e
n
e
D
e
l
z
a
n
g
l
e
s
は
、
独
立
共
和

派

R
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
s
i
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
s
を
代
表
し
て
大
臣
糾
問
を
発
し
た
。
現
在
の
革
命
は
プ
ロ
ヌ
ン
シ
ア
ミ
ェ
ン
ト
の
枠
を
越
え
た
争
い

で
あ
り
、
唯
一
の
問
題
は
こ
の
戦
い
を
長
び
か
せ
る
た
め
に
、
敢
え
て
武
器
・
弾
薬
を
交
戦
者
に
供
給
す
る
責
任
を
引
き
う
け
る
の
か
と

フ
ラ
ン
ス
を
統
治
す
る
こ
と
と
、

ラ
ン
ス
政
府
が
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
に
連
帯
し
て
武
器
を
供
給
す
る
な
ら
、
反
徒
と
連
帯
す
る
他
国
政
府
の
行
動
に
抗
議
し
え
ず
、

ら
新
た
な
宗
教
戦
争
の
時
代
が
始
ま
る
。
従
っ
て
デ
ル
ザ
ン
グ
ル
は
内
政
不
干
渉
と
平
和
の
原
理
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
の
厳
正
中
立
」
を
要

(14) 

求
し
、
外
相
が
武
器
・
弾
薬
を
ス
ペ
イ
ン
に
引
き
渡
さ
な
い
と
宣
言
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
―
二
月
五
日
に
は
デ
ル
ザ

フ
ラ
ン
ス
を
通
過
す
る
外
国
か
ら
の
武
器
引
渡
し
に
、
政
府
が
寛
大
で
あ
る
と
告
発
し
た
。

そ
こ
か

か
れ
は
不
干
渉
は
外
国
か
ら
の

ス
ペ
イ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
の
た
め
に
政
府
に
言
行
一
致
を
要

求
し
た
の
で
あ
る
。
同
派
の
マ
ル
セ
ル
・
エ
ロ
ー

M
a
r
c
e
l
H
e
r
a
u
d
は
首
相
の
語
る
平
和
の
維
持
は
、

一
方
の
味
方
と
し
て
振
舞
う
必
要
は
な
い
。
今
日
の
統
治
者
は
、

わ
れ
わ
れ
の
感
情
で
も
あ
る
が
、

政
府
は
国
境
の
外
で
、

い
つ
で
も
昨
日
の
反
乱
者
で
あ
っ
た
。
も
し
フ

い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
唯
一
の
役
割
は
、

フ
ラ
ン
ス
を
世
界
に
拡
め
る
こ
と
で
あ
り
、

る
意
志
は
、
中
立
政
策
を
支
持
さ
せ
た
と
言
い
う
る
。

フ
ラ
ン
ス
軍
は
独
力
で
は
対
抗
し
え
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
両
ブ
ロ
ッ
ク
の

国
が
、

一
四
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(3) 

共
和
連
盟

―
―
五

(15) 

わ
れ
わ
れ
と
政
府
の
間
に
は
深
い
意
見
の
対
立
が
あ
り
、
白
紙
委
任
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
同
派
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
人
民
民
主
党

Parti
D
e
m
o
c
r
a
t
e
 P
o
p
u
l
a
i
r
e
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
プ
ゼ

E
r
n
e
s
t
P
e
z
e
t
 
(
下
院
外

(16) 

交
副
委
員
長
）
は
、
―
二
月
五
日
、
外
相
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
留
保
な
し
に
支
持
す
る
と
語
っ
た
。
か
れ
は
下
院
の
五

0
0名
以
上
の
議

員
が
、
政
府
の
不
干
渉
政
策
に
賛
成
を
表
明
し
た
と
す
ら
述
べ
た
。
三
五
年
に
は
対
伊
制
裁
に
賛
成
し
た
プ
ゼ
も
、
三
六
年
に
は
不
干
渉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
タ
ン
ト
を
主
張
す
る
人
民
民
主
党
に
あ
っ
て
は
、
政
府
の
ス
ペ
イ

を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ン
・
デ
グ
ラ
ン
ジ
ュ

J
e
a
n
D
e
s
 gr
a
n
g
e
は
、
人
民
民
主
派
が
信
任
票
を
投
ず
る
理
由
を
説
明
し
た
。

(17) 

政
府
が
国
民
の
深
い
願
い
に
答
え
、
共
産
党
の
圧
力
に
譲
歩
す
る
こ
と
な
く
平
和
を
救
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
。
外
交
面
で
は
国
益
と
同
時

に
国
際
協
調
を
重
視
す
る
ブ
リ
ア
ン
主
義
を
掲
げ
、

(18) 

ン
不
干
渉
政
策
に
反
対
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
三
党
は
七
月
三
一
日
に
は
、
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
中
立
政
策
に
は
賛
成
を
表
明
し
た
が
、
外
交
政
策
全
体
に
は
反
対
を
表
明
し
た
。

し
か
る
に
―
二
月
五
日
に
は
三
党
の
票
は
割
れ
た
。
同
一
政
党
内
部
で
も
割
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
投
票
規
律
の
な
い
右
翼
政
党
に

あ
っ
て
は
、
こ
の
事
態
も
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
政
府
の
外
交
政
策
に
対
す
る
投
票
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
人
民
民
主
派
は
一
三

名
の
議
員
の
う
ち
‘
―
二
名
が
賛
成
し
反
対
は
一
名
で
あ
っ
た
。
独
立
民
主
急
進
左
翼
系
三
八
名
の
う
ち
、
賛
成
は
―
二
名
、
反
対
が
二

(19) 

二
名
で
あ
っ
た
。
独
立
共
和
派
系
四

0
名
の
う
ち
、
賛
成
は
六
名
で
三
三
名
が
反
対
し
た
。
下
院
議
事
録
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
反
対
票
が
不
干
渉
政
策
へ
の
反
対
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。

ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
政
府
の
な
か
に
革
命
的
混
乱
し
か
見
な
い
共
和
連
盟

F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
R
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
e
は
、
フ
ラ
ン
コ
の
反
乱
を
「
共

(20) 

産
主
義
者
の
残
忍
さ
と
モ
ス
ク
ワ
の
専
制
に
対
す
る
正
統
な
蜂
起
」
と
見
な
し
て
い
た
。
共
和
連
盟
は
内
戦
へ
の
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
に
反
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防
衛
の
た
め
に
も
、

に
な
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
コ
将
軍
は
果
た
し
て
、

立
っ
た
。

な
い

つ
ま
り
グ
ラ
は
共
和
派
と
の
関
係
杜
絶
と
フ
ラ

ス
ペ
イ
ン
と
ド
イ
ツ
が
緊
密

バ
レ
ア
ル
諸
島
へ
の
外
国
の

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
グ
ラ

Felix
G
r
a
t
 
(
下
院
外
交
委
員
）

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
革
命
の
殉
教
者
に
フ
ラ
ン
ス
は
決
し
て
な
ら

対
し
、
中
立
政
策
を
求
め
る
。
九
月
の
議
員
総
会
で
共
和
連
盟
は
、
政
府
に
不
干
渉
を
有
効
に
す
る
た
め
の
厳
格
な
手
段
を
求
め
、

(21) 

月
の
全
国
評
議
会

Conseil
national
で
は
中
立
政
策
を
絶
対
に
尊
重
す
る
と
い
う
宣
言
を
出
し
た
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
、
介
入
は
ド
イ

ツ
と
の
戦
争
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
か
れ
ら
は
左
翼
が
フ
ラ
ン
ス
を
戦
争
の
道
に
押
し
や
り
、
国
内
革
命
の
手
段
と
し
て
ス

ペ
イ
ン
内
戦
を
利
用
せ
ん
と
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。
副
総
裁
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
ン
リ
オ

Philippe
H
e
n
r
i
o
t
が
共
産
党
批
判
の
先
頭
に

か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
政
策
は
「
モ
ス
ク
ワ
の
指
令
」
に
従
っ
て
お
り
、

が
送
ら
れ
た
（
八
月
二
日
）

（
八
月
三

0
日）

と
か
、
不
幸
な
ス
ペ
イ
ン
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

(22) 

と
語
っ
て
い
た
。
総
裁
ル
イ
・
マ
ラ
ン

L
o
u
i
s
M
a
r
i
n
 
(
下
院
外
交
委
員
）
も
八
月
九
日
の
集
会
で
、
経
済
的
に

疲
弊
し
社
会
的
に
混
乱
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
戦
争
を
す
る
状
態
に
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。

七
月
と
―
二
月
の
下
院
で
最
も
激
し
く
政
府
に
迫
っ
た
の
も
か
れ
ら
で
あ
る
。

は
、
外
交
は
フ
ラ
ン
ス
帝
国
の
利
益
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
て
、
国
益
と
安
全
保
障
を
第
一
に
掲
げ
た
。
か
れ
は
こ
の
観
点
か
ら
、

地
中
海
と
ス
ペ
イ
ン
の
問
題
を
論
じ
た
。
地
中
海
の
航
行
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
死
活
利
益
で
あ
る
の
で
、
強
国
化
し

つ
つ
あ
る
イ
タ
リ
ア
と
の
信
頼
関
係
を
回
復
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
北
ア
フ
リ
カ
と
の
交
通
の
遮
断
や
、

進
出
を
承
服
し
な
い
。
政
府
の
不
干
渉
政
策
は
「
賢
明
な
政
策
」

で
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
上
、

フ
ラ
ン
ス
に
敵
対
的
で
あ
る
の
か
。

ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
資
産
の

ス
ペ
イ
ン
の
大
部
分
を
掌
握
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
を
再
建
す
る
の
は
、

(24) 

で
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
を
守
り
、
平
和
を
維
持
す
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
。

ン
コ
派
と
の
関
係
改
善
こ
そ
が
、
国
益
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
義
務

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
デ
ュ
ポ
ン

F
r
e
d
e
r
i
c
D
u
p
o
n
t
は
共
産
党
批
判
を
展
開
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
国
際
的
孤
立
を
深
め
た
の
は
、
共
産
党
が

マ
ド
リ
ッ
ド
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
フ
ラ
ン
ス
の
武
器

一
六

1
0
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こ
こ
で
は
共
和
独
立
派

I
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
s
republicains
と
し
て
、
ド
・
ケ
リ
リ
ス

H
e
n
r
i
d
e
 Kerillis
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ン
デ
ル

G
e
o
r
g
e
s
 M
a
n
d
e
l
を
、
独
立
国
民
共
和
連
合

l
n
d
e
p
e
n
d
a
n
t
d
、u
n
i
o
n
republicaine et nationale
と
し
て
ル
ネ
・
ド
マ
ン
ジ
ュ

R
e
n
e

D
o
m
m
a
n
g
e
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
両
派
と
も
に
政
府
の
中
立
政
策
を
支
持
し
た
。

(4) 

政
策
に
介
入
し
た
結
果
で
あ
る
と
述
べ
、
干
渉
を
要
求
す
る
共
産
主
義
者
が
与
党
に
い
る
限
り
、
平
和
政
策
も
不
可
能
で
あ
り
孤
立
か
ら

脱
出
し
え
な
い
と
語
っ
た
。

か
れ
は
ブ
ル
ム
に
ロ
ン
ゲ

J
e
a
n
L
o
n
g
u
e
t
 (
社
会
党
）
ら
の
介
入
派
と
連
帯
し
、

フ
ラ
ン
ス
を
戦
争
に
投
げ
(25) 

入
れ
る
宣
伝
を
許
す
の
か
、
介
入
派
を
否
認
す
る
の
か
と
迫
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
暗
殺
者
の
た
め
に
死
ぬ
気
は
な
い
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
容
易
に
連
続
し
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ヴ
ァ
ラ

X
a
v
i
e
r
V
 allat
も、

コ
ッ
ト
空
相
に
「
ポ
テ
機
の
引
渡
し
命
令
が
出
さ
れ
た
の
か
」

(26) 

と
礼
し
、
空
相
か
ら
「
正
規
の
方
針

(11不
干
渉
政
策
）
」
は
中
断
さ
れ
な
い
と
い
う
言
質
を
引
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
共
和
連
盟
は
、
政
府
の
政
策
を
批
判
し
た
が
、
不
干
渉
に
つ
い
て
は
、

感
と
い
う
理
由
か
ら
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

者
の
ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
殺
到
の
結
果
で
あ
る
と
主
張
し
て
、

支
配
下
の
ス
ペ
イ
ン
を
訪
問
し
た
あ
る
党
員
が
、

主
義
は
、

ド
イ
ツ
の
脅
威
に
つ
い
て
の
認
識
を
誤
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
の
保
守
政
党

ペ
イ
ン
共
和
国
か
ら
生
じ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
枢
軸
国
の
介
入
も
、

一
七

ド
イ
ツ
に
寛
大
な
と
こ
ろ
を
示
す
の
で
あ
る
。
三
六
年
―
二
月
に
、

(27) 

ド
イ
ツ
は
ピ
レ
ネ
ー
の
西
に
同
盟
国
を
得
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
た
が
、

か
か
る
楽
観

フ
ラ
ン
コ

フ
ラ
ン
ス
の
た
び
か
さ
な
る
協
定
侵
犯
と
東
欧
の
共
産
主
義

の
ち
の
「
プ
ラ
ハ
の
た
め
に
、
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
た
め
に
死
ぬ
の
か
？
」

八
月
四
日
の
下
院
で
、

か
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
真
の
脅
威
は
、

フ
ラ
ン
コ
か
ら
で
は
な
く
て
、
赤
色
独
裁
の
ス

フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
や
フ
ラ
ン
コ
派
へ
の
共

中
立
を
要
求
し
戦
争
へ
の
道
を
峻
拒
す
る
デ
ュ
ポ
ン
の
考
え
は
、

4 -2 -365 (香法'84)



フ
ラ
ン
ス
が
拒
ん
で
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
の
も
、

―
二
月
一
八
日
、

フ
ラ
ン
ス
の
安
全
と
利
益
に
つ

（
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』

ニ
四
日
）
。

か

フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て

―
二
月
に

て
論
じ
た
。

テ
イ

L
y
a
u
t
e
y
元
帥
の
生
徒
で
あ
り
、

以
上
の
よ
う
に
、

―
二
月
五
日
、

は
共
和
連
盟
の
議
員
六
名
と
と
も
に
、

こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

利
益
は
、

ラ
ン
ス
に
と
っ
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
し
た
ス
ペ
イ
ン
も
、

コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
）
。

ス
ト
・
ス
ペ
イ
ン
は
共
産
主
義
ス
ペ
イ
ン
よ
り
、

ド
・
ケ
リ
リ
ス

（
下
院
外
交
委
員
）

は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
、

ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
間
の
争
い
と
見
な
し
た
。
フ
ァ
シ

(28) 

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
危
険
で
は
な
い
と
述
べ
て
フ
ラ
ン
コ
派
へ
の
共
感
を
示
し
た
（
『
レ

か
れ
は
ド
イ
ツ
・
ソ
連
・
フ
ラ
ン
ス
三
国
の
国
際
関
係
の
な
か
に
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
を
位
置
づ
け

か
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
・
ド
イ
ツ
の
危
険
を
前
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
和
解
と
団
結
を
訴
え
、
ソ
連
と
の
軍
事
協
定
の
必
要
性
に

理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
ソ
連
が
ス
ペ
イ
ン
で
わ
れ
わ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
の
支
持
の
な
い
戦
争
に
引
き
い
れ
ん
と
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。
フ

ヒ
ト
ラ
ー
の
影
響
下
に
は
い
っ
た
ス
ペ
イ
ン
も
脅
威
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
で
わ
が
ア
ン
グ
ロ
1
1

サ
ク
ソ
ン
の
同
盟
国
が
共
感
を
寄
せ
る
人
々
を
支
持
す
る
こ
と
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
友
人
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
フ
ラ
ン
コ
を
助
け
つ
つ
、

(29) 

得
る
好
機
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
ド
イ
ツ
が
そ
の
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。

か
れ
か
ら
経
済
的
軍
事
的
利
益
を

ド
・
ケ
リ
リ
ス
の
共
感
が
フ
ラ
ン
コ
派
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
か
れ
が
フ
ラ
ン
コ
派
の
一
将
軍
に
「
名

誉
の
剣

u
n
e
e
p
e
e
 d
、h
o
n
n
e
u
r
」
を
贈
る
た
め
の
募
金
を
呼
び
か
け
さ
せ
た
り
（
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』

か
れ
が
ス
ペ
イ
ン
を
植
民
地
化
せ
ん
と
す
る
ド
イ
ツ
の
野
心
に
警
戒
を
強
め
、

背
面
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
危
険
を
表
明
し
た
の
も
―
二
月
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

れ
が
フ
ラ
ン
コ
の
迅
速
な
勝
利
の
た
め
に
、

フ
ラ
ン
ス
が
援
助
す
る
こ
と
を
主
張
し
、

こ
れ
こ
そ
が
フ
ラ
ン
コ
を
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
解
放
し
、

(30) 

な
が
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
『
レ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』

フ
ラ
ン
ス
の

フ
ラ
ン
コ
将
軍
は
リ
ョ
ー

-
0月
一
九
日
）
、

フ
ラ
ン
コ
派
の
ス
ペ
イ
ン
を
訪
問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
知
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ド
イ

ツ
ヘ
の
不
安
や
、
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
フ
ラ
ン
コ
の
結
託
の
恐
る
べ
き
危
険
」
を
理
解
し
な
い
右
翼
へ
の
苛
立
ち
も
漸
次
、
大
き
く
な
っ
て
き
た

―
二
月
三
日
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
武
器
や
軍
需
品
を
送
る
の
を

二
0
日）。

一
八
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場
に
ス
ペ
イ
ン
機
が
飛
来
し
た
と
か
、

ク
の
形
成
に
反
対
し
、
内
政
不
干
渉
を
表
明
）

に
賛
成
し
た
が
、

―
―
九

フ
ラ
ン
コ
派
が

つ
の
理
由
か
ら
不
干
渉
を
支
持
し
た
。

ル
・
ブ
ル
ジ
ェ
飛
行

接
介
入
に
反
対
し
た
。
し
か
し
三
八
年
ま
で
に
は
、

手
段
（
例
え
ば
仏
ソ
軍
事
同
盟
）

を
求
め
て
い
た
が
、

も
と
郵
政
大
臣
の
マ
ン
デ
ル
は
、

フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ

つ
ま
り
こ
の
時
期
の
ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
ド
イ
ツ
ヘ
の
懸
念
を
募
ら
せ
つ
つ
も
、
共
産
革
命
の
脅
威
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
か
れ
は
フ
ラ
ン
コ
支
持
を
明
確
に
し
、

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
ド
イ
ツ
ヘ
の
警
戒
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
説
き
続
け
る
ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
、
今
後
、
他
の
右
翼
政
治
家
と
は
一
線
を
画
す

で
あ
ろ
う
。

共
和
派
へ
の
武
器
援
助
に
反
対
し
、
不
干
渉
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
役
立
つ
限
り
支
持
し
た
の

―
一
月
―
一
日
の
休
戦
記
念
日
の
集
会
で
時
局
の
重
大
さ
を
指
摘
し
、
平
和
を
救
う
た
め
の
現
実
的

れ
も
与
党
の
平
和
主
義
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
不
干
渉
政
策
を
承
認
し
た
。

ス
の
援
助
の
な
い
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
以
外
に
は
表
だ
っ
た
活
動
を
し
て
い
な
い
。
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
か

か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
す
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
は
冷
静
を
保
ち
、
国
益
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
独
伊
両

国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ヘ
の
援
助
が
状
況
の
バ
ラ
ン
ス
を
フ
ラ
ン
コ
派
に
有
利
に
傾
け
た
あ
と
で
も
、
か
れ
は
共
和
国
を
救
う
た
め
の
直

(31) 

か
れ
も
共
和
派
の
援
助
に
賛
成
と
な
る
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
考
慮
し
て

の
う
え
で
あ
ろ
う
。

ド
マ
ン
ジ
ュ
は
七
月
三
一
日
、
武
器
供
給
問
題
に
つ
い
て
政
府
を
礼
し
た
。

か
れ
は
デ
ル
ボ
ス
外
相
の
意
見
（
十
字
軍
や
対
立
ブ
ロ
ッ

マ
ル
セ
イ
ユ
に
ス
ペ
イ
ン
船
が
入
港
し
た
と
か
、

モ
ン
デ
ジ
ー
ル
飛
行
場
に
フ
ラ
ン
ス
機
が
集
結
と
い
っ
た
武
器
の
引
渡
し
を
暗
示
す
る
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
、
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
。
か
れ
は
平
和
の
維
持
と
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
の
一

な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
は
、
武
器
の
援
助
競
争
か
ら
内
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紛
争
に
発
展
す
る
の
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
し
、

勝
利
し
た
場
合
で
も
、
地
中
海
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
を
確
保
し
う
る
政
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ド
マ
ン
ジ
ュ
は

(32) 

政
府
に
絶
対
中
立
を
宣
言
す
る
こ
と
と
、
他
国
に
も
中
立
を
守
る
よ
う
政
府
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
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以
上
、
不
干
渉
問
題
に
対
す
る
下
院
の
右
翼
政
党
の
意
見
を
検
討
し
た
が
、
上
院
の
空
気
も
同
様
で
あ
っ
た
。
間
接
選
挙
で
選
出
さ
れ

一
般
に
下
院
よ
り
保
守
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
冒
険
的
政
策
は
支
持
を
集
め
な
い
。
上
院
外
交
委
員
会
は
既
に
七
月
二

三
日
に
、
武
器
援
助
の
噂
が
公
式
に
否
定
さ
れ
る
よ
う
外
務
省
に
求
め
て
き
て
い
た
。
三
五
年
に
親
伊
政
策
を
展
開
し
た
上
院
外
交
委
員

の
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ヴ
ァ
ル

P
i
e
r
r
e
L
a
v
a
l
は、

共
和
派
へ
の
援
助
に
反
対
す
る
親
フ
ラ
ン
コ
派
で
あ
り
、
三
七
年
四
月
に
は
フ
ラ
ン
コ
派

の
代
表
と
会
見
し
、
同
年
六
月
に
は
多
く
の
良
き
フ
ラ
ン
ス
人
は
ス
ペ
イ
ン
の
反
徒
を
支
持
し
て
い
る
と
、

(33) 

え
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
右
翼
政
党
は
内
政
不
干
渉
や
フ
ラ
ン
コ
派
へ
の
共
感
、
ネ
オ
平
和
主
義
、
反
共
産
主
義
、
避
戦
主
義
な
ど
の
理
由
か
ら

不
干
渉
政
策
を
支
持
し
た
。
共
和
連
盟
の
議
員
の
発
言
に
窺
知
し
う
る
よ
う
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
弱
体
論
」
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
「
仏
独
戦

争
回
避
論
」
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
を
、

わ
れ
わ
れ
は
看
過
し
え
な
い
。

ろ
う
。
ま
た
―
二
月
五
日
の
下
院
の
投
票
行
動
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
野
党
勢
力
の
間
で
も
政
府
に
対
す
る
態
度
で
は
、
是
々
非
々
派
と

断
平
反
対
派
の
二
潮
流
が
あ
っ
た
。
勿
論
、

産
党
議
員
に
代
わ
っ
て
、

こ
の
テ
ー
ゼ
は
今
後
、
対
独
譲
歩
論
の
有
力
な
論
理
と
な
る
で
あ

そ
の
境
界
線
は
争
点
に
応
じ
て
移
動
し
た
の
で
あ
る
が
。
こ
の
日
、
棄
権
し
た
七
二
名
の
共

四
三
名
の
野
党
議
員
が
政
府
に
信
任
票
を
投
じ
た
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
右
翼
政
党
が
非
妥
協
的

な
反
政
府
派
で
も
、
凝
集
し
た
強
固
な
反
対
勢
力
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

(
1
)
右
翼
紙
誌
は
破
壊
さ
れ
た
教
会
の
写
真
と
並
ん
で
、
墓
を
暴
か
れ
た
修
道
女
の
死
体
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
た
。
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N
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ー
田
ぶ
用
す
る
新
聞
は
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断
り
の
な
い
限
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一
九
三
六
年
の
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
年
数
を
省
略
す
る
。

(
2
)
ス
ペ
イ
ン
問
題
と
フ
ラ
ン
ス
右
翼
に
つ
い
て
の
先
駆
的
研
究
に
は
、

Charles
A. 
M
i
c
a
u
d
,
 
T
h
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r
e
n
c
h
 R
i
g
h
t
 
a
n
d
 N
a
z
i
 
G
e
r
m
a
n
y
 1
9
3
3
-

る
上
院
は
、

フ
ラ
ン
コ
に
手
紙
を
書
き
さ

―二
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ミ

n
d
the Eclipse 
o
f
 F
r
a
n
c
e
 1
9
3
1
-
1
9
4
5
 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1
9
6
8
)
,
 
p. 
1
4
3
.
 ｀
 
Pike, 
op.cit., 
p. 
1
4
4
.
 

(34) 
R. R
e
m
o
n
d
 et J
.
 

B
o
u
r
d
i
n
,
 
^^
 
L
e
s
 forces adverses,'̀
 in C
o
l
l
o
q
u
e
,
 L
e
o
n
 B
l
u
m
 c
h
e
f
 d
e
 g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
 (Paris, 1
9
6
7
)
,
 
p
p
.
 1
3
9
-
1
4
2
.
 

「
二
月
六
日
」
事
件
で
蛮
勇
を
轟
か
せ
た
諸
リ
ー
グ
の
う
ち
、

(
l
)
 

た
し
て
い
た
。
さ
ら
に
ブ
ル
ム
政
府
下
で
の
解
散
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
六
月
一
八
日
に
ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
、

ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー

C
r
o
i
x
d
e
 F
e
u
を
除
い
て
そ
の
勢
力
は
逓
減
を
き

フ
ラ
ン
ス
連
帯
団

S
o
l
i
d
a
r
i
t
e
 F
r
a
n
~
a
i
s
e
‘

愛
国
青
年
団
J
e
u
n
e
s
s
e
s

P
a
t
r
i
o
t
e
s
、
フ
ラ
ン
シ
ス
ト

F
r
a
n
c
i
s
t
e
s
の
四
リ
ー
グ
の
解
散
法
案
が
可
決
さ
れ
、

ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
以
外
は
運
動
の
停
滞
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
。
六
月
末
に
ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
党

P
a
r
t
i
S
o
c
i
a
l
 

Fran~ais 

(
以
下

P
S
F
)
を
名
の
り
、
政
党
化
す
る
こ
と
で
組
織
を
維
持
し
た
。
し
か
し

P
S
F
は
、
政
治
的
に
は
穏
健
路
線
を
歩
み

(
2
)
 

保
守
党
化
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に

P
S
F
の
勢
力
は
拡
大
す
る
。
他
方
も
と
共
産
党
員
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
リ
オ

J
a
c
q
u
e
s
D
o
r
i
o
t
は、

ラ
ン
ス
唯
一
の
真
正
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
民
党

P
a
r
t
i
P
o
p
u
l
a
i
r
e
 Frarn;ais
を
結
成
し
た
。
六
月
二
八
日
の
こ
と
で

こ
の
二
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
リ
ー
グ
は
決
し
て
共
闘
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

フ
ァ
シ
ス
ト
的
な
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
も
こ
の
二
組
織
と
は
距
離
を
保
っ
て
い
た
。
従
っ
て
全
リ
ー
グ
が
統
一
し
て
、
政
府
に
対
抗
す
る

(
3
)
 

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

P
S
F
と
人
民
党
は
新
党
の
組
織
拡
大
を
主
目
標
と
し
て
お
り
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
へ
の
取
り
く
み

は
内
政
問
題
へ
の
取
り
く
み
ほ
ど
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
ブ
ル
ム
内
閣
が
早
々
と
中
立
を
決
議
し
た
た
め
、
攻
撃
の

フ
ラ
ン
コ
派

へ
の
共
感
や
戦
争
反
対
、
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
主
要
五
リ
ー
グ
の
意
見
を
検
討
し
よ
う
。

そ
れ
で
も
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
へ
の
武
器
援
助
問
題
で
は
、

矛
先
が
鈍
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

し、 あ
る
。
三
六
年
に
成
功
を
見
た
リ
ー
グ
は
、

口
右
翼
リ
ー
グ

~ 

こ
れ
ら
リ
ー
グ
は
す
べ
て
ブ
ル
ム
政
府
の
介
入
に
反
対
し
た
。

フ

4-2-371 (香法'84)



リ
ス
ト
ヘ
の
共
感
を
語
っ
た
。

―
二
月
五
日
の
下
院
で
は
、

こ
と
で
は
な
く
、

か
つ
て
は
準
軍
事
組
織
を
も
ち
反
議
会
主
義
を
標
榜
し
て
い
た
愛
国
青
年
団
も
、

(
4
)
 

解
を
主
張
し
つ
つ
、
議
会
内
政
党
の
道
を
歩
ん
で
い
た
。

総
裁
ピ
エ
ー
ル
・
テ
タ
ン
ジ
ェ

P
i
e
r
r
e
T
a
i
t
t
i
n
g
e
r
は
共
和
連
盟
の
議
員
で
も
あ
っ
た
。

す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
本
国
帰
還
問
題
と
政
府
の
不
干
渉
宣
言
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
政
府
が
と
っ
た
処
置
を
讃

え
た
が
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
る
大
臣
が
武
器
引
渡
し
に
言
及
し
た
こ
と
に
触
れ
、

う
に
求
め
、
外
相
の
中
立
宣
言
を
「
賢
明
な
政
策
」

と
し
て
歓
迎
し
た
。
な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
は
他
国
の
干
渉
を
正
当
化
し
、
対

立
プ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を
促
す
か
ら
で
あ
る
。
外
交
と
は
国
益
の
政
治
で
あ
る
と
考
え
る
テ
タ
ン
ジ
ェ
に
と
っ
て
、

て
フ
ラ
ン
ス
の
完
全
な
中
立
を
保
つ
こ
と
が
国
益
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
か
れ
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
火
の
粉
に
よ
っ
て
、

(
6
)
 

ま
た
八
・
一
閣
議
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
「
不
安
」
を
感
じ
た
テ
タ
ン
ジ
ェ
は
、

フ
ラ
ン
コ
将
軍
は
フ
ラ
ン
ス
の
敵
で
は
な
い
。

か

か
れ
は
七
月
三
一
日
に
、

そ
の
意
見
が
政
府
全
体
の
意
見
で
な
い
よ

わ
れ
わ
れ
の
役
割
は
ど
ち
ら
か
の
陣
営
を
武
装
さ
せ
る

(
5
)
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
が
延
焼
す
る
の
を
食
い
止
め
る
こ
と
だ
と
語
る
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
介
入
を
口
実
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
を
企

て
る
こ
と
に
反
対
し
、
絶
対
か
つ
完
全
な
中
立
を
重
ね
て
主
張
し
た
。
そ
し
て
か
れ
は
急
進
党
に
「
諸
君
は
蝙
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
共
犯
な
の
か
」
と
労
働
者
的
な
人
民
戦
線
か
ら
の
訣
別
を
迫
っ
た
の
で
あ
る
（
『
人
民
の
友
L
、A
m
i
d
u
 P
e
u
p
l
e
』
)
。
こ
の
後
も
テ
タ

ン
ジ
ェ
は
平
和
は
中
立
に
よ
っ
て
の
み
保
た
れ
る
と
繰
り
返
し
、
冒
険
的
な
対
外
政
策
に
反
対
し
た
。

テ
タ
ン
ジ
ェ
は
政
府
が
中
立
政
策
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
称
讃
し
た
あ
と
で
、

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
が
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
に
共
鳴
し
て
い
る
よ
う
に
、

P
a
r
t
i
 
r
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
 n
a
t
i
o
n
a
l
 
et 
social
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
共
鳴
し
て
い
る
。

れ
は
わ
が
国
の
陸
軍
士
官
学
校

E
c
o
l
e
s
u
p
e
r
i
e
u
r
e
 d
e
唇
e
r
r
e
の
生
徒
で
あ
っ
た
し
、

①
愛
国
青
年
団
1
1

国
民
社
会
共
和
党

ス
ペ
イ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ

わ
た
く
し
と
国
民
社
会
共
和
党

モ
ロ
ッ
コ
で
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
も
友
好
的

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
お
い

ス
ペ
イ
ン
に
在
留

こ
の
時
期
、
階
級
協
調
と
反
共
産
主
義
的
な
国
民
和

―
二
四

4 -2 -372 (香法'84)
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島
に
決
し
て
介
入
す
べ
き
で
な
い
」
と
主
張
し
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
党

ヽ

ー

↓2

ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
1
1

,
1
,
 

信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

-
0月
の
パ
リ
集
会
で
語
っ
た
よ
う
に
テ
タ
ン
ジ
ェ
は
、

で
あ
っ
た
。

―
二
五

フ
ラ
ン
コ
将
軍
を
ド
イ
ツ
の
腕
の
な
か
に
投
げ
入
れ
る
の
は
、
わ
が
国
の
利
益
で
は
な
い
。
し
か
し
共
鳴
に
よ
っ
て
わ
が
国

の
政
策
を
変
え
る
べ
き
で
も
な
い
。
従
っ
て
テ
タ
ン
ジ
ェ
は
フ
ラ
ン
ス
の
中
立
が
完
璧
で
効
果
的
た
る
こ
と
を
要
求
し
て
、
国
際
旅
団
の

(
8
)
 

組
織
化
を
批
判
し
、
地
中
海
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
の
た
め
に
仏
伊
友
好
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

の
電
報
を
送
り
は
し
た
が
、
議
会
に
お
け
る
発
言
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
名
で
フ
ラ
ン
コ
と
モ
ラ
の
両
将
軍
に
連
帯

(
9
)
 

こ
れ
以
上
の
支
援
は
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
コ
派
の
勝
利
を
確

ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
は
六
月
末
か
ら
七
月
初
め
に
か
け
て
、
穏
健
な
総
裁
に
反
対
す
る
団
員
の
批
判
と
離
党
に
直
面
し
た
が
、
七
月
一

(10) 

0
日
、
正
式
に

P
S
F
の
旗
を
揚
げ
た
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
そ
の
一
週
間
後
に
勃
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、
合

(11) 

法
路
線
を
選
択
し
た

P
S
F
の
関
心
を
引
か
な
か
っ
た
。
機
関
紙
『
ル
・
フ
ラ
ン
ボ
ー
L
e
F
l
a
m
b
e
a
u
 
(
松
明
）
』
（
週
刊
）
が
、
他
紙
ほ

(12) 

ど
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
い
な
い
こ
と
に
も
、
そ
れ
は
表
わ
れ
て
い
る
。
総
裁
ラ
・
ロ
ッ
ク
中
佐
L
i
e
u
t
e
n
a
n
t
,
 
colonel d
e
 

L
a
 R
o
c
q
u
e
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
内
部
問
題
と
捉
え
、
「
わ
れ
わ
れ
の
共
感
な
い
し
反
感
が
何
で
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
半

(13) 

フ
ラ
ン
ス
政
府
に
「
厳
格
な
中
立
」
を
要
求
し
て
い
た
。
勿
論
ラ
・
ロ
ッ
ク
中
佐
も
西

洋
文
明
の
擁
護
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
コ
将
軍
の
勝
利
を
願
っ
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
の
勝
利
は
ス
ペ
イ
ン
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
化
を
も
た
ら

(14) 

し
、
そ
れ
は
首
魁
た
る
モ
ス
ク
ワ
の
勝
利
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
再
建
を
第
一
義
と
す
る

P
S
F
に
あ
っ
て
は
、
ラ
・

ロ
ッ
ク
中
佐
が
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
計
略
こ
そ
、

(15) 

の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
を
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
引
き
こ
む
も
の
だ
と
警
告
を
発
し
た

4 -2 -373 (香法'84)



の
ス
ペ
イ
ン
の
た
め
に
も
フ
ラ
ン
コ
の
ス
ペ
イ
ン
の
た
め
に
も
、

フ

ス
ペ
イ
ン
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
ア
ナ
ー
キ
ー
か
ら
救
う
た

に
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
、

盟
に
属
し
て
い
た
が
、

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
―
二
月
五
日

な
共
感
は
、

―
二
月
の
党
大
会
で
も
、
ラ
・
ロ
ッ
ク
中
佐
は
共
産
主
義
の
危
険
に
言
及
し
、
共
産
主
義
が
も
た
ら
す
も
の
は
祖
国
の
崩
壊
と
ド
イ
ツ

(16) 

軍
の
聞
入
で
あ
る
と
共
産
党
の
行
動
を
非
難
し
た
。
し
か
し
総
裁
の
態
度
は
不
変
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
「
『
反
徒
』
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
明
白

(17) 

わ
れ
わ
れ
を
か
れ
ら
の
た
め
の
ロ
マ
ン
主
義
的
行
動
に
導
か
な
い
」
と
語
っ
て
、
慎
重
な
態
度
を
持
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
に
ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
介
入
を
禁
じ
、
共
産
主
義
批
判
を
強
め
、

フ
ラ
ン
コ
派
へ
の
最
良
の
奉
仕
と
な
る
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

れ
た
。

P
S
F
自
身
も
、

と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
態
度
は
春
の
選
挙
戦
中
の
他
国
の
内
政
不
干
渉
を
謳
っ
た
ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
の
選
挙
声
明

M
a
n
i
f
e
s
t
e
electoral 

(18) 

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
ル
・
フ
ラ
ン
ボ
ー
』
は
国
民
的
和
解
を
主
張
し
、

か
く
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は

P
S
F
に
、
行
動
主
義
右
翼
と
絶
縁
す
る
機
会
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

P
S
F
の
考
え
を
議
会
で
表
明
し
た
の
は
、
ジ
ャ
ン
・
イ
バ
ル
ネ
ガ
レ
ー

J
e
a
n
Y
b
a
r
n
e
g
a
r
a
y
で
あ
る
。

の
下
院
で
、

こ
の
時
期
に
は
ド
・
ケ
リ
リ
ス
と
同
じ
院
内
会
派
に
所
属
し
て
い
た
。

か
れ
は
与
党
内
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
相
が
厳
正
中
立
を
宣
言
し
た
こ
と
を
承
認
し
た
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
た
め
に
も
十
字
軍
の
た
め
に
も
、

か
れ
も
か
つ
て
は
共
和
連

か
れ
は
中
立
を
一
層
完
全

カ
バ
リ
ェ
ー
ロ

L
a
r
g
o
C
a
b
a
l
l
e
r
o
 
(
共
和
国
首
相
）

(19) 

フ
ラ
ン
ス
は
軍
隊
を
動
員
し
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

イ
バ
ル
ネ
ガ
レ
ー
は
一
―
―
月
一
九
日
の
党
大
会
で
も
、
外
交
政
策
に
つ
い
て
の
基
調
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
か
れ
は
、

明
日
の
ス
ペ
イ
ン
の
主
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
コ
将
軍
は
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
で
あ
り
、

め
に
、
将
軍
は
戦
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
フ
ラ
ン
コ
を
称
揚
し
た
。
そ
し
て
政
府
に
厳
正
中
立
を
宣
言
す
る
だ
け
で
な
く
実
施
す
る
よ
う

に
要
求
し
、
現
在
の
よ
う
に
共
和
派
へ
の
武
器
と
義
勇
兵
の
ピ
レ
ネ
ー
通
過
に
対
し
て
、
政
府
が
奇
妙
な
心
遣
い
を
し
続
け
る
な
ら
、

(20) 

ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
い
う
二
つ
の
帝
国
主
義
の
争
い
に
巻
き
こ
ま
れ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
従
う
べ
き
で
な
い
例
と
し
て
解
釈
さ

ス
ペ
イ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
た
め
に
介
入
す
る
こ

従
っ
て

P
S
F
は、

フ
ラ
ン
ス
の
再
興
に
努
め
る
こ
と
が

―
二
六
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(21) 

P
S
F
は
ド
イ
ツ
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
の
戦
い
の
中
で
は
態
度
決
定
を
拒
否
す
る
と
決
議
し
て
い
る
が
、

お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
脅
威
に
つ
い
て
は
、

(22) 

よ
う
で
あ
っ
た
。
共
産
主
義
へ
の
対
抗
の
必
要
性
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
人
民
党

―
二
七

フ
ラ
ン
コ
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
関
係

ヒ
ト
ラ
ー
は
保
守
的
ス
ペ
イ
ン
と
精
神
的
絆
を
多
く
も
た
な
い
と
主
張
し
て
楽
観
し
て
い
る

ド
イ
ツ
の
脅
威
を
直
視
す
る
こ
と
を
拒
む

P
S
F
の
曖
昧
さ
な
い
し
妥
協
的
態

3
 

人
民
党
の
政
治
原
理
は
、
反
共
産
主
義
で
あ
る
。
こ
の
反
共
産
主
義
は
外
交
政
策
の
う
え
で
は
、
世
界
革
命
を
も
く
ろ
む
ソ
連
の
意
図

の
暴
露
と
仏
・
独
・
伊
三
国
の
和
解
の
主
張
と
な
っ
て
、
ま
た
内
政
上
で
は
ソ
連
の
代
理
人
た
る
共
産
党
批
判
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
建
党
ま
も
な
い
時
期
の
人
民
党
の
攻
撃
対
象
は
、
ブ
ル
ム
政
府
で
は
な
く
て
共
産
党
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
六
月
下
旬

の
政
府
の
外
交
施
政
方
針
演
説
へ
の
批
判
が
、
抑
制
を
伴
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
反
ソ
反
共
批
判
の
激
し
さ
は
一
貫
し
て
い
た
こ
と
に

(23) 

も
窺
知
し
う
る
の
で
あ
る
。
仏
独
戦
争
を
望
む
ソ
連
の
好
戦
主
義
が
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
独
立
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
、
反
共
闘
争
こ
そ
が

平
和
の
た
め
の
戦
い
で
あ
り
、

そ
れ
が
人
民
党
の
本
質
的
使
命
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
約
言
す
れ
ば
、
人

民
党
に
と
っ
て
モ
ス
ク
ワ
と
そ
の
代
理
人
た
る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
、
戦
争
の
策
源
地
で
あ
り
、
平
和
の
未
来
は
仏
独
交
渉
に
あ
る
と
い

(24) 

う
の
が
基
本
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
。

(25) 

結
党
後
二

0
日
余
り
で
勃
発
し
た
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
も
、
人
民
党
は
基
本
的
に
は
こ
の
観
点
か
ら
対
応
し
た
。

度
を
、
こ
こ
に
看
取
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
人
民

党
に
と
っ
て
最
初
の
重
大
な
政
治
問
題
で
あ
っ
た
が
、
予
想
に
反
し
人
民
党
は
、
ス
ペ
イ
ン
問
題
に
消
極
的
に
関
与
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
他
紙
に
比
し
、
機
関
紙
『
国
民
解
放

L
'
E
m
a
n
c
i
p
a
t
i
o
n
N
 ationale
』
（
週
刊
）
が
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
さ
い
た
ス
ペ
ー
ス
の
少
さ

に
示
さ
れ
て
い
る
。
『
国
民
解
放
』
が
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
報
じ
た
の
は
、
七
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
政
治
局
員
ポ
ー
ル
・
マ
リ

4 -2 -375 (香法'84)



な
か
っ
た
。

オ
ン

P
a
u
l
M
a
r
i
o
n
の
署
名
入
り
記
事
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
勝
利
を
願
う
内
容
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
二
分
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
宿

命
に
同
情
し
、
合
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス
も
ス
ペ
イ
ン
以
上
に
共
産
党
1
1

モ
ス
ク
ワ
の
影
響
下
に
あ
る
政
府
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
喚

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
ス
ペ
イ
ン
一
国
の
特
殊
事
情
か
ら
生
じ
た
と
い
う
認
識
が
あ

り
、
共
産
主
義
対
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
の
視
点
は
不
在
で
あ
っ
た
。

元
に
置
い
て
論
ず
る
こ
と
に
禁
欲
的
で
あ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
が
ス
ペ
イ
ン
に
な
ら
な
い
た
め
に
」
ス
ペ
イ
ン
が
陥
っ
た
デ
カ
ダ
ン
ス
や
悲
惨

(26) 

を
避
け
る
こ
と
が
、
人
民
党
結
成
の
理
由
で
あ
る
と
穏
健
に
語
っ
て
い
る
こ
と
に
も
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
。
執
筆
時
点
で
の
情
報
の
曖

昧
さ
や
機
関
紙
が
週
刊
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、

の
批
判
は
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
正
統
性
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、

こ
と
と
、

こ
の
よ
う
な
人
民
党
の
ク
ー
ル
な
反
応
は
注
目
に
価
す
る
。
こ
の
後
も
マ
リ
オ
ン

ス
ペ
イ
ン
政
府
が
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
や
共
産
主
義
者
を
自
由
に
振
舞
わ
せ
た

(27) 

こ
れ
ら
ス
ペ
イ
ン
左
翼
と
連
帯
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
共
産
勢
力
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

党
首
ド
リ
オ
の
最
初
の
反
応
も
、
極
度
の
自
制
で
あ
っ
た
。

ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
を
発
展
的
に
解
消
し
て
新
党
を
作
っ
た
ラ
・
ロ
ッ
ク

以
上
に
、
サ
ン
・
ド
ニ
か
ら
出
発
し
た
ド
リ
オ
は
、
新
党
の
全
国
政
党
化
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
組
織
建
設
を
優
先
課
題
と
し
た
か
ら

(28) 

で
あ
る
。
機
関
紙
の
な
か
で
ド
リ
オ
が
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
言
及
す
る
の
は
、
八
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
ス
ペ
イ
ン
内
戦

を
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
た
論
説
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
他
は
反
ソ
反
共
批
判
の
道
具
と
し
て
付
随
的
に
ス
ペ
イ
ン
を
援
引
す
る
の
で
し
か

八
月
一
日
付
け
の
論
説
「
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
」

の
な
か
で
、

ー
と
く
に
陰
謀
の
組
織
者
た
る
共
産
主
義
者
の
行
動
（
略
奪
・
放
火
・
暗
殺
）

し
か
し
ド
リ
オ
は
こ
れ
以
上
フ
ラ
ン
コ
派
の
大
義
に
は
触
れ
ず
、

起
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
の
マ
リ
オ
ン
に
は
、

こ
の
苦
痛
に
満

そ
れ
は
マ
リ
オ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
を
同
次

ド
リ
オ
は
ま
づ
、
反
徒
の
行
動
を
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
の
過
激
派
|
'

へ
の
反
乱
と
位
置
づ
け
、
反
徒
に
理
解
を
示
し
た
。

ど
の
陣
営
が
勝
利
し
て
も
ス
ペ
イ
ン
は
困
難
か
ら
立
ち
直
る
の
に
長
い

月
日
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
友
好
国
を
引
き
裂
く
争
い
に
苦
悩
や
ら
不
安
を
表
白
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
れ
は
、 ―

二
八
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ち
た
事
件
の
な
か
で
採
る
べ
き
フ
ラ
ン
ス
人
の
態
度
に
つ
い
て
語
る
の
で
あ
る
。

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
唯
一
の
役
割
は
こ
の
殺
翫
戦
争
を
止
め

フ
ラ
ン
ス
人
の
義
務
は
絶
対
中
立
を
要
求
し
、
紛
争
を
煽
る
た
め
で
は
な
く
て
鎮
火
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
と
。
ド
リ
オ
に
と
っ
て
こ
れ
以
外
の
政
策
は
、
戦
争
を
意
味
し
た
。

で
あ
る
か
ら
こ
そ
か
れ
は
、
政
府
の
中

立
宣
言
と
与
党
内
干
渉
派
の
主
張
と
の
撞
着
を
指
弾
し
、
政
府
が
武
器
の
密
売
者
を
自
由
に
さ
せ
て
い
る
と
批
判
し
、

へ
の
援
助
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
援
助
も
正
晋
化
さ
れ
る
と
い
う
政
府
の
主
張
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

か
ら
国
際
紛
争
が
発
展
す
る
の
を
拒
否
し
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー
・
第
三
イ
ン
タ
ー
の
要
求
す
る
十
字
軍
は
、
戦
争
に
直
結
す
る
と
主
張
し
て

(29) 

反
対
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ド
リ
オ
の
立
場
は
、
七
月
末
の
集
会
で
既
に
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
三

0
日、

プ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
反
共
産
主
義
の
文
脈
の
な
か
で
他
の
問
題
と
均
質
化
さ
れ
、

―
二
九

ス
ペ
イ
ン
問
題
の
人
民
党
に
と

ま
た
独
伊
の
反
徒

か
く
て
ド
リ
オ
は
ス
ペ
イ
ン

ド
リ
オ
は
パ
リ
の
集
会
で
「
わ
れ
わ

れ
は
誰
の
憲
兵
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
厳
正
中
立
を
要
求
し
、
国
際
的
紛
糾
に
導
く
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
強
く
反
対
し
た
。

か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
両
陣
営
に
使
者
と
調
停
者
を
送
る
こ
と
を
提
案
し
、
他
国
に
も
同
一
の
態
度
を
採
る
よ
う
に
求
め
た
。
三
一
日
の
集

会
で
も
党
首
は
ス
ペ
イ
ン
事
件
か
ら
戦
争
が
生
ず
る
危
険
を
指
摘
し
、
政
府
に
中
立
を
要
求
し
、
内
戦
の
終
了
を
早
め
る
た
め
に
交
戦
団

(30) 

体
に
武
器
を
供
給
す
る
の
で
は
な
く
て
、
第
三
者
や
使
節
な
い
し
調
停
者
を
送
り
こ
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

人
民
党
が
戦
争
に
反
対
し
中
立
を
要
求
し
た
の
は
、
単
に
介
入
政
策
が
ど
の
陣
営
が
勝
利
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
と

(n) 

い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
人
民
党
は
介
入
を
煽
動
す
る
共
産
党
1
1

モ
ス
ク
ワ
の
意
図
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
を
戦
わ
せ
る
こ
と

に
あ
る
と
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
人
民
党
は
、
共
産
主
義
者
の
策
謀
を
打
ち
砕
く
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
強
め
る
。
か
く
て

ス
ペ
イ
ン
問
題
も
、
反
ソ
反
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

八
月
以
降
も
あ
ら
ゆ
る
政
治
状
況
が
、
共
産
党
批
判
の
道
具
と
し
て
動
員
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
問
題
の
み
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ

そ
の
結
果
、

4 -2 -377 (香法'84)



(4) 

月
一
七
日
）

っ
て
の
重
要
度
も
稀
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
仏
ソ
条
約
は
「
戦
争
の
道
具
」
（
八
月
八
日
）
で
あ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
を
孤
立
さ
せ
る
」

(
1
0

と
非
難
さ
れ
た
。
共
産
党
の
「
フ
ラ
ン
ス
人
戦
線
F
r
o
n
t
d
e
s
 Franc;ais
」
は
「
戦
争
戦
線
F
r
o
n
t
d
e
 la g
u
e
r
r
e
」
に
他

な
ら
ず
、
人
民
党
は
「
平
和
戦
線
F
r
o
n
t
d
e
 la 
p
a
i
x
」
を
対
置
し
た

ツ
に
対
す
る
ソ
連
の
番
犬
の
役
割
を
演
じ
さ
せ
る
こ
と
」
（
八
月
一
五
日
）
で
あ
り
、
「
暗
殺
者
ス
タ
ー
リ
ン
」
の
た
め
に
「
フ
ラ
ン
ス
国

民
は
戦
争
を
し
な
い
」
と
モ
ス
ク
ワ
の
粛
清
裁
判
が
糾
弾
さ
れ
も
し
た
（
八
月
二
九
日
）
。
九
月
に
は
人
民
党
は
共
産
党
系
の
労
働
組
合
の

(32) 

政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
に
抗
議
し
て
、
次
の
よ
う
に
声
明
し
た
。
共
産
主
義
者
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
従
う
な
ら
、
わ
が
国
は
破
滅
的
な
戦
争
の
危

険
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
事
件
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
は
共
産
主
義
者
の
洞
喝
に
屈
せ
ず
、

(33) 

ー
の
彼
方
の
悲
惨
な
紛
争
に
中
立
た
る
べ
き
だ
。
こ
の
よ
う
に
ソ
連
と
共
産
党
の
好
戦
性
を
暴
露
し
批
判
す
る
記
事
は
、
毎
号
、
繰
り
返

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
政
府
を
ス
ペ
イ
ン
事
件
に
干
渉
さ
せ
ん
と
し
て
い
る
と
非
難
し
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
戦
う
た
め
に
国
内
の
復
興
と
全
国
民

(34) 

諸
勢
力
の
結
集
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
人
民
党
の
外
交
は
、
反
共
と
平
和
の
政
策
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
際
し
て
も
中
立
を
要
求
し
、
介

(35) 

入
派
を
弾
劾
し
、
国
際
旅
団
の
派
遣
に
抗
議
し
本
国
送
還
を
訴
え
た
だ
け
で
、
自
ら
ス
ペ
イ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
戦
線
で
戦
う
こ
と

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
党
は
今
後
も
共
産
党
批
判
を
継
続
し
、
仏
独
間
の
意
見
の
対
立
を
宥
和
的
に
解
消
せ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
仏
独
間
に
意
見
の
対
立
が
あ
る
限
り
、

(36) 

と
人
民
党
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
ト

―
一
月
の
党
大
会
で
も
ド
リ
オ
は
、

ピ
レ
ネ

ソ
連
は
西
欧
で
戦
争
を
勃
発
さ
せ
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
代
理
人
を
介
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
和
は
な
く
、
仏
独
間
の
正
常
な
関
係
が
唯
一
の
平
和
の
条
件
で
あ
る

（
八
月
二
九
日
）
。
「
モ
ス
ク
ワ
の
本
質
目
的
は
フ
ラ
ン
ス
に
ド
イ

一
三
〇
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続不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

フ
ラ
ン
シ
ス
ト
は
ス
ペ
イ
ン
事
件
も
仏
・
独
・
伊
三
国
の
同
盟
と
、
「
反
ソ
神
聖
連
合

U
n
i
o
n
s
a
c
r
e
e
 c
o
n
t
r
e
 les soviets
」

(37) 

か
ら
説
明
し
た
。
各
国
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
同
盟
に
よ
っ
て
平
和
を
組
織
せ
ん
と
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
に
と
っ
て
、

ス
ク
ワ
に
使
喉
さ
れ
た
共
産
主
義
者
と
愛
国
者
と
の
争
い
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヽ
」

つ
）t
 

フ
ラ
ン
コ
派
に
共
鳴
す
る
の
は
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
も
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
コ
派
の
勝
利
は
確
実
で
あ
る
と
予
測
し
て
い
た
。
従
っ
て
か
れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
介
入
を
暴
露
し
糾
弾
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
た
。
「
モ
ス
ク
ワ
に
抗
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
愛
国
者
は
勇
敢
に
独
立
を
守
っ

「
（
ス
ペ
イ
ン
）
人
民
戦
線
の
禿
鷹
ど
も
が
、
死
体
を
掘
り
出
し
十
字
架
に
か
け
た
」
と
い
う
記
事
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

二

0
年
代
に
は
フ
ェ
ー
ソ
ー

F
a
i
s
c
e
a
u
の
一
員
で
も
あ
っ
た
党
首
マ
ル
セ
ル
・
ビ
ュ
カ
ー
ル

M
a
r
c
e
l
B
u
c
a
r
d
は
、
「
最
も
血
胆
い
手

段
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
に
勢
力
を
扶
植
し
、
半
島
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
化
せ
ん
と
し
て
い
る
」
モ
ス
ク
ワ
を
非
難
し
、

ヌ
ン
シ
ア
ミ
ェ
ン
ト
を
「
祖
国
を
防
衛
し
、
か
れ
ら
の
理
想
、
文
化
的
伝
統
、
家
庭
、
宗
教
を
守
ら
ん
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
の
反
抗
」
で

(39) 

あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
戦
い
で
賭
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
ラ
テ
ン
文
明
と
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
全
未
来
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
は
平
和
を
脅
か
し
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
利
す
る
の
で
し
か
な
い
人
民
戦
線
政
府
の
介
入
を
、
「
犯
罪
的
企
て
」
で

あ
る
と
弾
劾
す
る
。
な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
介
入
は
、
独
伊
と
の
戦
争
を
不
可
避
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
は

ジ
ロ
ム
ス
キ
ー

め
に
、

（
社
会
党
左
派
）

や
レ
オ
ン
・
ジ
ュ
オ
ー

L
e
o
n
J
 o
u
h
a
u
x
 
(
C
G
T
書
記
長
）
、

化
す
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
は
左
翼
の
平
和
主
義
者
が
、
「
わ
れ
わ
れ
の
大
義
で
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
義
で
も
な
い
大
義
を
防
衛
す
る
た

わ
れ
わ
れ
を
戦
争
に
引
き
い
れ
る
」
危
険
を
非
難
し
、
「
一
ス
ー
も
一
台
の
大
砲
も
一
機
の
飛
行
機
も
一
人
の
人
間
も
」
ピ
レ
ネ
ー

(40) 

を
越
え
な
い
こ
と
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
血
の
一
滴
た
り
と
も
」
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
ト
が
フ
ラ
ン
コ
派
へ
の
共
感
と
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
、

け
れ
ば
、

フ
ラ
ン
コ
将
軍
の
プ
ロ

共
産
党
な
ど
の
介
入
派
へ
の
批
判
を
強

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
漁
夫
の
利
を
得
さ
せ
る
の
で
し
か
な
い
介
入

・ロ

マ
ル
キ
ス
ト
の
非
人
道
性
と

に
親
近
感
を
も
つ
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
が
、

の
観
点

ス
ペ
イ
ン
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党

F
a
l
a
n
g
e

か
れ
ら
は
モ
ス
ク
ワ
の
介
入
さ
え
な

ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、

モ
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さ
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
指
導
者
の
一
人
が
、

ス
ペ
イ
ン
に
は
、

(5) 

に
反
対
し
て
、
中
立
を
主
張
し
た
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
八
月
・
九
月
と
リ
ー
ダ
ー
が
国
家
の
安
全
に
対
す
る
罪
で
、
投
獄
さ

れ
た
り
告
訴
さ
れ
た
り
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
は
、
援
助
反
対
運
動
の
牽
引
車
と
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

精
神
的
に
外
国
に
隷
属
す
る
政
治
屋
の
国
）
と
、

を
主
張
す
る
モ
ー
ラ
ス
哲
学
を
実
証
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
た
。
従
っ
て
モ
ー
ラ
ス
は
、

フ
ラ
ン
コ
派
の
ス
ペ
イ
ン
を
「
精
気
、
躍
動
、

熟
練
、
組
織
」
を
表
徴
す
る
「
高
潔
な
ス
ペ
イ
ン
」
と
捉
え
、

(43) 

し
た
。
国
内
に
人
民
戦
線
と
い
う
反
フ
ラ
ン
ス
的
な
る
も
の
の
成
功
を
目
撃
し
た
モ
ー
ラ
ス
は
、
外
国
に
ラ
テ
ン
文
明
の
理
想
を
見
い
出

こ
の
よ
う
に
モ
ー
ラ
ス
哲
学
に
よ
っ
て
理
論
的
視
座
を
与
え
ら
れ
た

A
F
の
立
場
は
、
明
確
で
あ
っ
た
。

に
モ
ス
ク
ワ
の
影
し
か
認
め
な
い

A
F
は、

「
実
在
の
国
」
を
具
現
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
快
哉
を
叫
び
、

ス
ペ
イ
ン
ヘ
の

フ
ラ
ン
ス
の
介
入
に
激
し
く
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

A
F
は
フ
ラ
ン
コ
の
プ
ロ
ヌ
ン
シ
ア
ミ
ェ
ン
ト
を
初
め
か
ら
、
合
法
政
府
へ
の
反
乱

ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
の
背
後

フ
ラ
ン
ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
的
上
昇
と
蘇
生
を
讃
美
す
べ
き
だ
と
主
張

「
実
在
の
国

p
a
y
s
reel
」
（
地
方
的
愛
国
的
神
聖
な
国
）
を
区
分
し
、
後
者
の
国
の
勝
利

お
の
ず
と
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
民
主
的
風
習
に
よ
っ
て
腐
敗
し
、

~ 

シ
ャ
ル
ル
・
モ
ー
ラ
ス

C
h
a
r
l
e
s
M
a
u
r
r
a
s
や
レ
オ
ン
・
ド
ー
デ

L
e
o
n
D
a
u
d
e
t
ら
の
影
響
を
う
け
た
右
翼
団
体
、

(41) 

「
ス
ペ
イ
ン
文
化

C
u
l
t
u
r
a
E
s
p
a
n
o
l
a
」
（
そ
の
機
関
誌
は
『
ア
ク
シ
オ
ン
・
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ

A
c
c
i
6
n
E
s
p
a
n
o
l
a
』
)
が
あ
っ
た
。
「
ス

(42) 

ペ

イ

ン

文

化

」

ス

ペ

イ

ン

内

戦

前

夜

に

暗

殺

さ

れ

た

カ

ル

ボ

・

ソ

テ

ー

ロ

C
a
l
v
o
S
o
t
e
l
o
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
ク

シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

A
c
t
i
o
n
Frarn;aise 
(
以
下
A
F
)

F
が
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
記
事
に
さ
い
た
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
が
、

は
、
他
の
右
翼
リ
ー
グ
よ
り
一
層
ス
ペ
イ
ン
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

A

A
F
に
と
っ
て
内
戦
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
は
、

「
法
律
上
の
国

p
a
y
s
legal
」

4 -2 -380 (香法'84)



続不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

フ
ラ
ン
ス
の
干
渉
は
戦
争
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ

と
し
て
で
は
な
く
て
、
「
対
抗
革
命
」
と
理
解
し
た
。

A
F
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
は
、
「
モ
ス
ク
ワ
の
し
わ
ざ
」
で
あ
り
、
左
翼
の
革

命
勢
力
と
社
会
秩
序
勢
力
の
間
の
「
宗
教
戦
争
」
で
あ
り
、
従
っ
て
「
共
産
主
義
に
対
す
る
闘
争
」
で
あ
り
、
「
秩
序
の
た
め
の
戦
闘
」
で

(44) 

も
あ
っ
た
。
武
器
供
給
問
題
に
つ
い
て
最
も
活
発
な
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
た
の
は
、
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
で
あ

っ
た
。
丁
度
、
三
四
年
一
月
に
反
疑
獄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
先
陣
を
き
っ
た
よ
う
に
で
あ
る
。

武
器
供
給
問
題
を
執
拗
に
追
跡
し
た
の
は
、
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
の
編
集
長
た
る
モ
ー
リ
ス
・
ピ
ュ
ジ
ョ
ー

M
a
u
r
i
c
e
P
u
j
o
 

で
あ
る
。
七
月
二
二
日
、
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
武
器
の
取
引
の
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
使
節
が
パ
リ
に
到
着
し
た
こ
と
を
告
げ
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
の

ブ
ル
ム
政
府
」
が
ス
ペ
イ
ン
共
和
派
に
、
大
砲
や
飛
行
機
を
与
え
ん
と
し
て
い
る
と
非
難
し
て
中
立
を
求
め
た
。

て
、
反
徒
が
勝
利
し
た
暁
に
は
、
か
れ
ら
が
次
の
ス
ペ
イ
ン
政
府
を
構
成
す
る
こ
と
、

(45) 

る
こ
と
を
挙
げ
た
。
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
連
日
、
武
器
援
助
問
題
を
報
道
し
、
ブ
ル
ム
と
コ
ッ
ト
（
空
相
）

も
「
ユ
ダ
ヤ
人
ブ
ル
ム
は
、

拡
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ー
ラ
ス
は
戦
争
を
避
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

(48) 

原
則
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。

か
れ
は
そ
の
理
由
と
し

が
戦
争
と
い
う
危
険
な
道
に
踏
み

出
さ
ん
と
し
て
い
る
と
告
発
し
た
。
か
れ
は
政
府
の
「
血
ま
み
れ
の
取
引

m
a
r
c
h
e
sanglant
」
に
警
告
を
発
し
、
「
戦
争
屋
ブ
ル
ム

B
l
u
m
,
 

(46) 

la ,
 
G
u
e
r
r
e
」
を
非
難
し
、
空
相
と
首
相
を
「
死
の
商
人

m
a
r
c
h
a
n
d
s
d
e
 c
a
n
o
n
s」
と
糾
弾
し
た
。
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』

(47) 

わ
れ
わ
れ
を
戦
争
に
導
く
」
、
「
ブ
ル
ム
は
戦
争
を
望
ん
で
い
る
」
と
大
見
出
し
を
掲
げ
た
。
モ
ー
ラ
ス
も
い

か
な
る
種
類
の
軍
事
援
助
に
も
反
対
す
る
旨
、
声
明
し
た
。
な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
の
介
入
は
独
伊
の
介
入
を
招
き
、
内
戦
が
全
面
戦
争
に

わ
れ
わ
れ
は
平
和
に
賛
成
で
あ
る
と
語
っ
て
、
不
干
渉
の

A
F
は
空
軍
の
将
校
か
ら
武
器
引
渡
し
の
情
報
を
入
手
し
て
、
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
た
。
こ
れ
に
他
の
右
翼
紙
も
追
随
す
る
。

七
月
二
五
日
、
政
府
は
中
立
を
決
議
し
た
。
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
「
裏
切
行
為
は
失
敗
し
た
」
と
一
応
の
評
価
を
し
た
が
、

ひ
そ
か
に
武
器
が

(49) 

引
渡
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
港
や
国
境
の
駅
、
空
港
に
お
い
て
「
革
命
派
の
密
輸
」
を
監
視
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

~ 
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一
三
四

A
F
は
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
し
な
い
な
ら
、
他
国
も
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
介
入
す
る
理
由
を
持
た
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、

入
が
発
覚
し
た
あ
と
、

イ
タ
リ
ア
の
介

ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
そ
の
責
任
を
ブ
ル
ム
と
コ
ッ
ト
の
優
柔
な
態
度
と
、
「
犯
罪
的
愚
か
さ
」
に
帰
し
た
。

記
し
た
。
「
介
入
し
て
い
る
他
国
と
同
じ
く
介
入
す
る
権
利
を
、
わ
れ
わ
れ
が
持
つ
か
を
知
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
権
利
の
行
使

が
問
題
な
の
で
あ
る
有
効
か
有
害
か
。
…
…
国
民
的
義
務
は
、
剣
を
遠
ざ
け
る
こ
と
だ
。
わ
れ
わ
れ
に
剣
を
使
わ
せ
た
い
連
中
は
、

(50) 

極
悪
人
か
狂
人
だ
。
」
こ
の
後
も
モ
ー
ラ
ス
は
、
介
入

(11戦
争
）
と
軍
縮
を
同
時
に
主
張
す
る
左
翼
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
政
府
を
「
平
和

(51) 

の
宣
誓
違
反

le
p
a
r
j
u
r
e
 
d
e
 la 
P
a
i
x
」
と
し
て
非
難
す
る
。
そ
し
て
「
実
在
の
国
」
が
嫌
忌
す
る
好
戦
的
平
和
主
義
は
、
「
法
律
上
の

(52) 

国
」
の
最
低
の
連
中
の
行
為
で
あ
る
と
左
翼
批
判
を
、
継
続
す
る
の
で
あ
る
。
三
七
年
一
月
で
も
こ
の
立
場
は
不
変
で
あ
り
、

モ
ー
ラ
ス

(53) 

は
中
立
と
不
干
渉
を
要
求
し
、
「
世
界
の
ど
ん
な
小
さ
な
と
こ
ろ
に
も
介
入
し
な
い
こ
と
、
法
に
違
反
し
な
い
こ
と
」
を
訴
え
て
い
る
。

り
返
し
、

立
場
を
保
つ
。
モ
ー
ラ
ス
と
ド
ー
デ
は
、
八
月
九
日
の
プ
ル
ム
内
閣
の
不
干
渉
決
議
を
「
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
の
勝
利
」
と
述
べ
て
、
編
集
長
を

讃
え
た
。
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
、
政
府
の
「
偽
善
的
な
中
立

la
neutralite d
e
 T
a
r
t
u
f
e
」
（
八
月
―
―
二
日
）
を
批
判
し
、
飛
行
機
や
大
砲
が

ス
ペ
イ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
と
非
難
し
続
け
た
。
ド
ー
デ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
動
乱
の
際
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
共
産
主
義
批
判
を
繰

(55) 

ス
ペ
イ
ン
の
悲
劇
か
ら
急
進
派
が
教
訓
を
得
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

A
F
は
武
器
供
給
競
争
か
ら
全
面
戦
争
が
勃
発
す
る
危
険

を
幾
度
も
警
告
し
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
続
け
た
が
、
他
方
で

A
F
は、

こ
の
よ
う
に

A
F
は
、
右
翼
リ
ー
グ
の
な
か
で
は
武
器
供
給
問
題
に
最
も
敏
感
に
反
応
し
た
。

内
政
不
干
渉
と
反
戦
平
和
の
論
理
で
あ
っ
た
が
、

な
い
。

か
れ
ら
が
中
立
を
要
求
し
た
論
理
は
、

そ
の
反
戦
平
和
が
、
反
共
的
バ
イ
ア
ス
の
も
と
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
を
ま
た

と
も
あ
れ
武
器
供
給
問
題
は
、
停
滞
ぎ
み
で
あ
っ
た

A
F
に
活
気
を
取
り
も
ど
さ
せ
る
事
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
隊

B
a
n
d
e
r
a
J
e
a
n
n
e
 d
、
A
r
c
)

を
補
充
し
、

フ
ラ
ン
コ
支
持
を
鮮
明
に
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
コ
派
に
フ
ラ
ン
ス
人
義
勇
兵
（
ジ
ャ

か
く
て

A
F
は、

い
か
な
る
口
実
に
せ
よ
他
の
誰
か
が
何
を
す
る
に
せ
よ
、

フ
ラ
ン
ス
は
ス
ペ
イ
ン
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

モ
ー
ラ
ス
も

4 -2 -382 (香法'84)
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(36) 

(28) 

(26) 

(27) 

(24) 

(25) 
か
か
る

t
張
は
機
関
紙
に
毎
号
、

人
民
党
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
、

B
r
e
e
n
,
 
op. 
cit., 
pp.86-92., 
D
i
e
t
e
r
 
W
o
l
f
,
 
D
o
r
i
o
t
 
d
u
 c
o
m
m
u
n
i
s
m
e
 
a
 la 

c
o
l
b
b
o
r
d
t
i
o
n
(
P
a
r
i
s
,
 1
9
6
9
)
,
 p
p
.
2
3
8
 ,
 
243, 
266-276.J¾-~ 

• 
~II 

m土
訳
『
フ
ラ
ン
ス
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
生
成
ー
ー
ー
人
民
戦
線
と
ド
リ
オ
運
動
』
（
風
媒
社
、

一
九
七
二
年
）
二
四
五
＼
九
、
ご
六
七
＼
：
七
四
貞
。

J.
P
l
u
m
y
e
n
e
 e
t
 
R. L
a
s
i
e
r
r
a
,
 L
e
s
 f
a
s
c
i
s
m
e
s
 J
r
a
n
c
a
i
s
 
1
9
2
3
 ,
 
1
9
6
3
 
(Paris, 
1
9
6
3
)
,
 pp. 

1
3
7
 ,
 
139. 

人
民
党
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
は
、

L
'
E
m
a
n
c
i
p
a
t
i
o
n
 
N
a
t
i
o
n
a
!
e
,
 2
5
 juillet. 
p.l. 

「
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
は
お
そ
ら
く
芙
徳

v
e
r
t
u
s
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
政
府
は
美
徳
を
無
効
に
す
る
決
定
的
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
。
」
こ
う
語
っ
て

フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
左
翼
批
判
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

Ibid.,
2
2
 a
o
O
t
,
 p.l. 

『
国
民
解
放
』
七
月
二
五
日
号
の
な
か
で
も
ド
リ
オ
は
、
「
電
撃
的
な
出
発
—
|
ー
わ
が
党
と
そ
の
目
的
ー
」
と
題
し
て
新
党
の
紹
介
記
事
を
執
筆
し
て
い

る。

Ibid.，
2
5
juillet, 
p.l. 

(29)
以
上

Ibid.,
1er 
a
o
O
t
 p.l. 

(30)
以
上
L
e
T
e
m
p
s
,
 1er 
a
o
O
t
,
 p.3., 
L
'
E
m
a
n
c
i
p
a
t
i
o
n
 N
a
t
i
o
n
a
l
e
,
 2
2
 a
o
O
t
,
 p.l ., 
2
9
 a
o
O
t
,
 p.8. 

(31)
ド
リ
オ
も
マ
リ
オ
ン
も
と
も
に
、
フ
ラ
ン
コ
が
勝
利
す
れ
ば
プ
ル
ム
政
府
が
続
く
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
コ
の
敵
と
な
る
し
、
共
産
主
義
者
が
勝
利

す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
共
産
主
義
の
伝
染
は
不
可
避
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
も
モ
ス
ク
ワ
の
世
界
戦
略
に
巻
き
こ
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
Ibid.
1`er a
o
O
t
,
 

p.1. ｀
 
2
2
 aotlt, 
p.1. 

(32)
政
府
の
ス
ペ
イ
ン
政
策
を
批
判
し
た
共
産
党
系
労
組
の
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
一
二
六
」
前
掲
、

＼
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

(33)
以
上

L
e
T
e
m
p
s
,
 8
 se
p
t
e
m
b
r
e
,
 p.2. 
『
国
民
解
放
』
は
「
モ
ス
ク
ワ
は
諸
君
を
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
に
引
き
い
れ
る
」
と
警
告
を
発
し
、
「
全
フ
ラ
ン
ス

が
共
産
主
義
者
の
嚇
し
に
対
し
決
起
す
る
こ
と
」
を
訴
え
た
。

L
'
E
m
a
n
c
i
p
a
t
i
o
n
N
a
t
i
oミ
d
芯

1
2
s
e
p
t
e
m
b
r
e
,
 p.l., 
2
6
 sep., 
p.l. 

(34) 
Ibid., 
1
4
 n
o
v
e
m
b
r
e
,
 p.6 et 
p.7. 

(35)
国
際
旅
団
の
出
発
を
禁
止
し
、
本
国
帰
還
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
人
民
党
が
ス
ペ
イ
ン
問
題
に
関
し
て
行
な
っ
た
唯
一
の
個
別
闘
争
で
あ
る
。

Ibid., 
1
9
 d
e
c
e
m
b
r
e
,
 p.5., 
1
6
 j
a
n
v
i
e
r
 1
9
3
7
,
 p.4, 
p.5., 
2
3
 j
a
n
v
i
e
r
 1937, 
p.l. 

L
e
 T
e
m
p
s
,
 1er 
a
o
O
t
,
 p.3., 
L
'
E
m
a
n
c
i
p
a
t
i
o
n
 N
a
t
i
o
n
a
l
e
 ̀

 
1
4
 n
o
v
e
m
b
r
e
 ̀

 
p.7. な
お
帝
牛
令
芸
で
ド
リ
オ
は
、
仏
英
協
力
が
不
可
欠
な
こ
と
も
宣
言

し
て
い
る
。

記
さ
れ
て
い
る
。

一
三
七

一
七
五
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J
e
a
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M
a
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r
r
a
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＼
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⇒
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如
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勾
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~
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益
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pp.52, 
104-108. 



続不干渉とフランス世論一九三六（渡邊）

仏
独
両
国
が
ス
ペ
イ
ン
問
題
で
直
接
対
峙
し
た
の
は
、

こ
の
と
き
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
内
戦
が
惹
き
起
こ
し
た
国
際
事
件
の

(56) 

(50) 

(51) 

(52) 
L
'
A
c
t
i
o
n
 Fr. ミ
n
c
ミ
se,
1
e
r
 
a
o
O
t
,
 p.l., 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
 a
o
O
t
,
 p.5. 

L
'
A
c
t
i
o
n
 
F
r
m
名
zise,
4
 ,6」

9
a
o
O
t
,
 
p.1. モ
ー
ラ
ス
は
、
左
翼
の
「
介
入
と
軍
縮
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
平
和
と
武
装
」
を
対
置
し
た

a
o
O
t
,
 p.l)
。
ま
た
急
進
党
保
守
派
の
エ
ミ
ー
ル
・
ロ
ッ
シ
ュ
も
、
モ
ー
ラ
ス
と
符
牒
を
合
わ
せ
、
共
産
主
義
者
が
「
平
和
の
誓
い
」
に
背
き
、

ス
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紛
争
に
引
き
こ
も
う
と
し
て
い
る
と
指
弾
し
た

(
L
e
c
o
n
g
r
e
s
 
d
u
 p
ミ
t
i
rミ
d
i
c
d
l
e
n
]
9
3
6
,
 p
p
.
3
5
2
,
 359-360.)
。

L
'
A
c
t
i
o
n
 
F
r
a
n
c
a

亙
2
1
a
o
O
t
,
 
p.l. ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
、
「
フ
ロ
ン
・
ポ
ピ
ュ
ゲ
ー
ル

F
r
o
n
t
p
o
p
u
g
u
e
r
r
e
が
本
心
を
表
わ
し
た
」
と
記
し
て
い
る

(
I
b
i
d
 

•• 

2
2
 a
o
O
t
.
 p.2.)
。

(53) 
Ibid., 
7
 j
a
n
v
i
e
r
 
1
9
3
7
,
 
p.l. モ
ー
ラ
ス
は
こ
の
時
期
、
ペ
リ
ソ
ン

P
e
l
l
i
s
s
o
n
と
い
う
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
で
毎
日
、
獄
中
か
ら
投
稿
し
て
い
る
。
三
五
年

の
対
伊
制
裁
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
殺
人
教
唆
の
罪
に
問
わ
れ
た
た
め
で
あ
る

(
J
e
a
n
d
e
 F
a
b
r
e
g
u
e
s
,
 op. 
cit., 
p.351.)
。

(54) 
L
'
A
c
t
i
o
n
 Fr. ミ
ncaise,
9
 et 
1
2
 a
o
O
t
,
 p.l. 

(55)
以

t
の
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
と
ド
ー
デ
の
主
張
は
、
七
月
＼
八
月
に
か
け
て
の
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
に
は
、
毎
号
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
記
さ
れ
て

い
る
。
ピ
ュ
ジ
ョ
ー
は
一

0
月
に
も
、
政
府
が
飛
行
機
を
引
渡
し
て
い
る
と
非
難
し
た
た
め
、
告
訴
さ
れ
た

(
P
i
k
e
,
op. 
cit., 
p.142.)
。

モ
ー
ラ
ス
は
同
派
の
エ
リ
ク
ー
ル
が
、
三
六
年
九
月
四
日
に
、
フ
ラ
ン
コ
派
の
勝
利
の
確
実
性
を
ま
っ
さ
き
に
予
告
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
あ
る
と
讃
え
て
い
る
。

P
r
e
f
a
c
e
d
e
 C
h
.
 M
a
u
r
r
a
s
 e
m
p
r
i
s
o
n
n
e
,
 in 
P. 
H
e
r
i
c
o
u
r
t
,
 op. 
cit., 
p.7. 

モ
ロ
ッ
コ
事
件
と
右
翼

不
干
渉
中
立
政
策
の
要
求
と
い
う
点
で
は
一
致
し
た
右
翼
勢
力
の
な
か
に
、

(
l
)
 

違
が
表
面
化
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
問
題
を
通
じ
て
、

そ
れ
は
三
六
年
末
か
ら
翌
一
月
に
か
け
て
の
モ
ロ
ッ
コ
事
件
の
と
き
、

モ
ロ
ッ
コ
事
件
と
は
、

ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
に
ド
イ
ツ
軍
が
上
陸
し
て
、
基
地
を
建
設
す
る
と
い
う
情
報
が
流
れ
、
仏
独
間
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
事
件
で
あ
る
。

一
三
九

ド
イ
ツ
に
対
す
る
態
度
の
相

(
2
)
 

明
ら
か
に
な
っ
た
。

(Ibid., 
1
3
 

フ
ラ
ン
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秋
以
降
、

ド
イ
ツ
の
活
動
の
強
化
を
示
す
状
況
証
拠
も
増
し
た
。

一
月
の
枢
軸
国
に
よ
る
ブ
ル
ゴ
ス
政
権
の
承
認
が
、

こ
の
活
動
に フ

的
性
格
を
帯
び
な
い
に
せ
よ
、

駐
独
フ
ラ
ン
ス
大
使
は
、

こ
の
点
か
ら
も
ケ
ー
・
ド
ル
セ

こ。t
 

シ
ア
ミ
ェ
ン
ト
は
、

こ
の
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

の
乏
し
い
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
も
、

さ
ら
に
モ
ロ
ッ
コ
は
、

大
半
は
、
不
干
渉
委
員
会
な
い
し
国
際
連
盟
の
場
で
論
議
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

示
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
歴
史
家
に
も
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
第
三
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
」

モ
ロ
ッ
コ
は
戦
略
上
、

ぶ
植
民
帝
国
フ
ラ
ン
ス
の
大
動
脈
で
あ
り
、

反
乱
開
始
と
と
も
に
、

る
ド
イ
ツ
の
関
心
が
何
で
あ
れ
、

か
つ
ま
た
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
至
る
ア
フ
リ
カ
横
断
政
策
の
起
点
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
投
資
先
を
失
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
有
力
な
投
資
地
域
で
あ
っ
た
し
、

(
3
)
 

モ
ロ
ッ
コ
は
鉱
山
資
源
を
供
給
す
る
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

モ
ロ
ッ
コ
に
あ
っ
た
ナ
チ
党
外
国
組
織
部

Auslandsorganisation
der N
S
D
A
P
も
活
動
を
強
め
た
。
こ
の

時
期
の
ド
イ
ツ
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
失
っ
た
植
民
地
回
復
の
要
求
を
公
然
化
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
天
然
資
源
に
食
指
を
動
か
し
て
い

(
4
)
 

メ
リ
ー
リ
ャ
鉱
山
も
垂
涎
の
的
で
あ
っ
た
。
既
に
八
月
一
三
日
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
1
1

ポ
ン
セ

ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
の
リ
フ
鉱
山
や
、

ま
た
天
然
資
源

フ
ラ
ン
コ
の
プ
ロ
ヌ
ン

ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
ヘ
の
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
野
心
に
つ
い
て
検
討
し
、

(
5
)
 

ー
に
ス
ペ
イ
ン
問
題
へ
の
注
意
を
喚
起
す
る
報
告
を
送
っ
て
い
た
。
デ
ル
ボ
ス
外
相
も
「
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
活
動
は
、
軍
事

フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ
カ
の
安
全
を
危
険
に
さ
ら
す
」
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
モ
ロ
ッ
コ
に
対
す

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ
カ
の
安
全
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、

(
7
)
 

ラ
ン
ス
国
内
に
広
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
と
も
に
、

フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ
カ
の
要
衝
で
あ
り
、
地
中
海
と
大
西
洋
を
結

し
て
き
た
。
二

0
世
紀
初
頭
の
二
度
に
わ
た
る
モ
ロ
ッ
コ
事
件
や
、

一
九
二

0
年
代
の
リ
フ
戦
争
へ
の
フ
ラ
ン
ス
の
対
応
が
そ
の
こ
と
を

フ
ラ
ン
ス
が
モ
ロ
ッ
コ
を
正
式
に
保
護
国
と
し
た
の
は
、

一
九
―
―
―
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
地
域
を
歴
史
的
に
重
視

を
検
討
す
る
前
に
、

そ
れ
で
は
こ
の
事
件
に
対
す
る
右
翼
集
団
の
反
応

の
概
要
を
記
そ
う
。

一
四
〇

4 -2 -388 (香法'84)
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こ
の

し
て
、

感
じ
、
(10) 

い
る
。

「
第
一
一
一
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
」
に
対
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
ド
イ
ツ
政
府
に
強
硬
に
抗
議
を
し
た
。

一
四

―
二
月
ニ
―
日
、
首
相
・
外

（
こ
の
時
期
に
は
、
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
ジ

(
8
)
 

モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ラ
ン
ス
総
督
シ
ャ
ル
ル
・
ノ
ー
ゲ
ス
将
軍

G
e
n
e
r
a
l
C
h
a
r
l
e
s
 N
 og
u窃
も
「
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ

ラ
イ
ヒ
に
よ
る
ブ
ル
ゴ
ス
政
府
の
承
認
の
の
ち
明
白
に
強
め
ら
れ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
ス
ペ

イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
の
臨
時
高
等
弁
務
官
は
、
親
ナ
チ

p
r
o
,
 
nazi
の
フ
ァ
ン
・
ベ
イ
グ
ベ
ー
デ
ル

付
陸
軍
武
官
）
で
あ
り
、

か
れ
は
ナ
チ
党
の
テ
ト
ゥ
ア
ン
地
区
班
指
導
者
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム

A
d
o
l
f
L
a
n
g
e
n
h
e
i
m
や
テ
ト

(
9
)
 

ゥ
ア
ン
の
ド
イ
ツ
領
事
の
影
饗
下
に
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
情
報
や
懸
念
を
伝
え
る
よ
う
訓
令
し
て

一月一―

10日
、
デ
ル
ボ
ス
外
相
も
ド
イ
ツ
が
モ
ロ
ッ
コ
で
活
動
を
強
化
し
、
政
治
的
通
商
的
影
響
を
拡
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
不
安
を

コ
ル
バ
ン
駐
英
フ
ラ
ン
ス
大
使
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
と
の
会
見
の
な
か
で
、

ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
ヘ
の
ド
イ
ツ
人
の
上
陸
に
関
す
る
噂
が
流
布
し
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
紙
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
モ
ロ
ッ
コ
は
歴
史
的
に
も
「
対
独
復
讐

r
e
v
a
n
c
h
e
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
特
別
の
意
味
を
帯
び
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
『
人
民
の
友

L
'
A
m
i
d
u
 P
e
u
p
l
e』

ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ン
デ
ル
が
編
集
）

も
「
わ
れ
わ
れ
の
モ
ロ
ッ
コ
は
ド
イ
ツ
に
狙
わ
れ
て
い
る
」
(
―
二
月
―
二
日
号
）

大
使
館
に
状
況
が
極
度
に
重
大
か
つ
危
険
で
あ
り
、

う
け
て
三
一
日
、

に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
活
動
は
、

拍
車
を
か
け
た
。

は
ス
ペ
イ
ン
と
ド
イ
ツ
の
共
謀
を
非
難
し
、

『
ル
・
ク
ー
リ
エ
・
ロ
ワ
ヤ
ー
ル

L
e
C
o
u
r
r
i
e
r
 R
o
y
a
l』

(11) 

と
書
き
た
て
た
。

相
・
国
防
一
二
大
臣
と
の
鳩
首
協
議
の
の
ち
、
空
軍
参
謀
第
二
課
長
の
ロ
リ
オ
少
佐
と
ヴ
ィ
エ
ノ
外
務
次
官
は
、

そ
れ
ぞ
れ
パ
リ
の
ド
イ
ツ

(12) 

ド
イ
ツ
人
の
上
陸
が
続
く
な
ら
全
面
戦
争
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
と
伝
え
た
。
こ
れ
を

ド
イ
ツ
外
相
ノ
イ
ラ
ー
ト
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
に
次
の
こ
と
を
保
証
し
た
。
ド
イ
ツ
は
ス
ペ
イ
ン
に
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和

国
が
樹
立
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
決
意
で
あ
る
が
、
「
ド
イ
ツ
は
ス
ペ
イ
ン
に
留
ま
る
こ
と
も
、
ス
ペ
イ
ン
で
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
戦
線
を

(13) 

構
築
す
る
こ
と
も
、
北
ア
フ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
連
絡
を
脅
か
す
た
め
に
基
地
を
ス
ペ
イ
ン
で
入
手
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
な
い
。
」
シ
ャ

こ
の
頃
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
示
威
の
情
報
に
対

（
も
と
ベ
ル
リ
ン
駐
割
ス
ペ
イ
ン
大
使
館

4 -2 -389 (香法'84)



ツ
の
感
性
な
い
し
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
方
法
で
、

の
消
極
性
や
仏
独
経
済
交

つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
は
強
硬

ッ
ト

Bullitt
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

上
陸
を
監
視
す
る
た
め
に
、

め
に
、

軍
が
一
月
一

0
日
か
ら
テ
ト
ゥ
ア
ン
や
セ
ウ
タ
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
に
、
ド
イ
ツ
軍
の
一
部
隊
が
上
陸
す
る
予
定
で
あ
る
と
い

(15) 

う
情
報
を
外
相
宛
に
打
電
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
翌
日
フ
ラ
ン
ソ
ワ
1
1

ポ
ン
セ
大
使
も
、
約
一
万
名
の
ド
イ
ツ
兵
士
が
ス
ペ
イ
ン
に
出

立
せ
ん
と
し
て
お
り
、

(16) 

ら
せ
た
。

そ
の
う
ち
の
二

0
0
0名
の
兵
士
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
集
結
し
て
い
る
と
知
ら
せ
て
き
て
、

こ
の
日
、
首
相
と
外
相
が
パ
リ
に
不
在
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
迅
速
に
行
動
し

た
。
ケ
ー
・
ド
ル
セ
ー
が
そ
の
先
鋒
を
務
め
た
。
ま
づ
七
日
夕
刻
、
外
務
省
の
事
務
総
長
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ジ
ェ
が
パ
リ
駐
割
ド
イ
ツ
大

二
日
後
、

こ
の
条
約
に
違
反
し
な
い
よ
う
に
求
め
た
。
こ
の
条
約
は
第
五
条
で
い
か
な
る
形
態
に
せ
よ
、

フ
ラ
ン
ス
の
不
安
を
募

の
ス
ペ
イ
ン
の
権
利
を
一
時
的
で
す
ら
譲
渡
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
し
、
第
六
条
で
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
自
由
航
行
を
確
保
す
る
た

モ
ロ
ッ
コ
北
岸
に
要
塞
を
建
造
し
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ケ
ー
・
ド
ル
セ
ー
は
海
軍
省
に
、

説
明
す
る
の
は
、

モ
ロ
ッ
コ
沿
岸
に
艦
船
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
も
っ
と
も
レ
ジ
ェ
が
パ
リ
駐
在
ア
メ
リ
カ
大
使
ブ
リ

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
こ
の
問
題
で
ド
イ
ツ
と
武
力
衝
突
す
る
意
図
を
も
っ
て
お
ら
ず
、

(17) 

こ
の
問
題
を
取
り
扱
う
」
こ
と
に
し
て
い
た
。

態
度
の
な
か
に
も
ド
イ
ツ
に
対
す
る
あ
る
配
慮
を
も
っ
て
、

ド
イ
ツ
の
脅
威
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
一
致
し
た
反
対
に
直
面
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、

ド
イ
ツ
国
防
軍

W
e
h
r
m
a
c
h
t

ド
イ
ツ
軍
の

「
ド
イ

お
そ
ら
く
レ
ジ
ェ
の
こ
の
余
裕
を

(18) 

ド
イ
ツ
軍
首
脳
も
派
兵
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
レ
ジ
ェ
が
入
手
し
て
い
た
事
実
で
あ
ろ
う
。

さ
せ
、

ス
ペ
イ
ン
が
第
三
国
に
こ
の
地
方

使
に
警
告
を
発
し
た
。

テ
ト
ゥ
ア
ン
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
は
、

モ
ロ
ッ
コ
の
ス
ペ
イ
ン
当
局
に
一
九
―
二
年
の
仏
西
条
約
を
想
起

か
か
る
状
況
に
直
面
し
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、

て
は
い
な
い
が
、

一
時
的
に
せ
よ
フ
ラ
ン
ス
の
不
安
を
鎮
め
た
と
言
い
う
る
。

一
時
的
と
言
う
の
は
、
三
七
年
一
月
六
日
、

(14) 

ハ
ト
蔵
相
も
大
使
に
、
「
ド
イ
ツ
は
冒
険
を
求
め
な
い
」
と
語
っ
て
外
相
に
和
し
た
。
こ
れ
ら
の
保
証
は
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
に
言
及
し

一
四

ノ
ー
ゲ
ス
将
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ル
ブ
ラ
ン
大
統
領
も
、

大
使
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
言
葉
は
、

調
し
た
。

レ
オ
ン
・
ド
ー
デ
は
、

し
て
落
着
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。

ン
に
属
す
る
領
土
の
ど
ん
な
一
片
で
あ
れ
、

フ
ラ こ

一
月
―
一
日
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
1
1

ポ
ン
セ
大
使
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
ド
イ
ツ
は
ス
ペ
イ

そ
こ
に
足
場
を
築
き
、
基
地
や
拠
点
を
入
手
す
る
意
図
を
決
し
て
持
た
な
か
っ
た
し
、
今
後

も
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
か
く
述
べ
て
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
正
式
か
つ
絶
対
的
な
保
証
を
大
使
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
フ
ュ
ー
ラ
ー

F
巳
irer
と

の
会
見
後
、
ノ
イ
ラ
ー
ト
外
相
も
大
使
に
ド
イ
ツ
軍
の
派
兵
を
否
認
し
、
「
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
に
ド
イ
ツ
人
が
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ

(20) 

は
一
握
り
の
技
師
に
す
ぎ
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
か
く
て
ド
イ
ツ
は
後
退
し
、
「
第
一
二
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
」
は
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
勝
利
と

ヒ
ト
ラ
ー
の
声
明
後
、

と
こ
ろ
で
対
独
復
讐
的
愛
国
主
義
に
鼓
舞
さ
れ
て
、
政
府
の
強
硬
政
策
を
支
持
し
て
い
た
右
翼
保
守
派
も
、

(21) 

の
声
明
を
信
用
す
る
多
数
派
と
信
用
し
な
い
少
数
派
に
分
裂
し
た
。
危
機
の
最
中
に
は
、
右
翼
紙
は
ま
づ
ブ
ル
ム
内
閣
の
親
ス
ペ
イ
ン
共

和
派
政
策
が
、
今
日
の
事
態
を
招
い
た
と
非
難
し
た
が
、
他
方
で
「
首
相
ヒ
ト
ラ
ー
氏
」
と
い
う
敬
称
を
と
り
や
め
、

け
れ
ば
全
て
良
し
」
（
『
パ
リ
1
1

ミ
デ
ィ

P
a
r
i
s
,
 
M
i
d
i』
)

フ
ラ
ン
ス
紙
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
い
な
る
錯
誤
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

(25) 

ン
ス
紙
を
典
奮
さ
せ
る
誤
り
を
犯
し
た
の
は
、
ヴ
ィ
エ
ノ
外
務
次
官
で
あ
る
と
名
指
し
す
ら
し
た
。

(19) 

渉
再
開
へ
の
思
惑
と
い
っ
た
事
情
も
加
わ
り
、

ヒ
ト
ラ
ー
を
新
た

な
ビ
ス
マ
ル
ク
と
見
な
し
、
対
独
不
信
や
ら
警
戒
を
募
ら
せ
た
。

し
か
る
に
ラ
イ
ン
の
彼
方
の
独
裁
者
の
口
か
ら
、
平
和
主
義
的
言
辞
が
こ
ぼ
れ
る
や
、
ネ
オ
平
和
主
義
的
多
数
派
は
、
反
ド
イ
ツ
・
キ

(22) 

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
針
小
棒
大
で
あ
っ
た
と
自
己
の
愚
か
さ
や
誤
り
を
認
め
、
大
胆
さ
を
悔
や
ん
だ
の
で
あ
る
。
右
翼
保
守
紙
は
、
「
終
わ
り
良

と
い
う
記
事
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
警
戒
」
の
あ
と
で
「
デ
タ
ン
ト
」
を
強

こ
の
と
き
の
緊
張
状
態
か
ら
の
突
然
の
解
放
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
「
こ
の
五
日
間
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
動
乱
が
、
水
平
線
上
に
再
び
顔
を
出
し
つ
つ
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
…
…
率
然
と
し
て
フ
ュ
ー
ラ
ー
と
フ
ラ
ン
ス

(23) 

一
九
三
七
年
初
め
の
水
平
線
か
ら
暗
雲
を
遠
ざ
け
た
。
」

シ
ョ
ー
タ
ン
国
務
大
臣
は
、

一
四
三
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ー
ヴ
ル

L
'
C
E
u
v
r
e』

て
い
る
の
は
、

『
レ
コ
ー
・
ド
・
゜
、
リ
』

ノ

『
ロ
ル
ド
ル

L
'
O
r
d
r
e
』
の
エ
ミ
ー
ル
・
ビ
ュ
レ

E
m
i
l
e
B
u
r
e
、
『レ｝
 

コ
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
「
虚
報
」
で
あ
り
、

「
ド
イ
ツ
に
対
し
フ

し
た
。

こ
の
陰
謀
の
出
所
を
ク
レ
ム
リ
ン
に
帰

て
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
参
謀
部
の
側
で
あ
り
、
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン

P
e
r
p
i
g
n
a
n
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
南
部
に
共
産
主
義
共
和
国
が
樹
立

(26) 

さ
れ
た
と
や
り
返
し
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
の
行
動
を
「
誠
意
あ
る
行
為

u
n
acte 
d
e
 b
o
n
n
e
 v
o
l
o
n
t
e
」

(27) 

ド
イ
ツ
紙
に
対
す
る
批
判
を
抑
制
し
た
。

と
讃
え
、

ネ
オ
平
和
主
義
的
多
数
派
は
、
自
己
の
正
当
性
の
根
拠
を
少
数
派
の
主
張
の
な
か
に
見
い
出
し
た
。
多
数
派
は
、

締
結
し
て
ド
イ
ツ
に
対
抗
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
少
数
派
を
、
容
共
的
好
戦
主
義
者
と
批
判
し
た
。
多
数
派
は
少
数
派
が
ド
イ
ツ
軍
の

モ
ロ
ッ
コ
上
陸
と
い
う
虚
報
を
広
め
、
戦
争
を
始
め
た
が
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
多
数
派
は
、

外
戦
争
を
フ
ラ
ン
ス
で
開
始
せ
ん
と
努
め
て
い
る
」

「
虚
報
」

で
あ
る
と
指
弾
し
、

ソ
連
と
軍
事
同
盟
を

『
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ト
』
は
、
上
陸
の
噂
は
「
マ
ル
キ
ス
ト
の
は
っ
た
り
」
で
あ
り
、

(28) 

ラ
ン
ス
人
を
決
起
さ
せ
る
好
戦
戦
術
を
弾
劾
」
し
た
。

P
S
F
の
『
ル
・
フ
ラ
ン
ボ
ー
』
も
「
過
激
派
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
、
内
戦
と
対

(29) 

と
糾
弾
し
た
。
人
民
党
の
ド
リ
オ
は
、
も
っ
と
直
戟
的
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
モ
ロ
ッ

そ
れ
が
親
ソ
派
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
手
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
、

ニ
ュ
ー
ス
の
出
所
を
「
ソ
連
と
そ
の
戦
闘
組
織
た
る
第
三
イ
ン
タ
ー
」
だ
と
断
定
し
た
。
親
ソ
派
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
非
難
さ
れ

の
ペ
ル
テ
ィ
ナ
ッ
ク
ス
、

(30) 

の
タ
ブ
イ

G.
T
a
b
o
u
i
s
ら
で
あ
っ
た
。

て、 明
後
に
は
、

『
ル
・
タ
ン
』

よ、
＇（ 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
「
ド
イ
ツ
の
虚
報
」

で
あ
る
と
一
笑
に
付
し
た
が
、
前
述
の
ヒ
ト
ラ
ー
声

「
冷
静
さ
が
必
要
で
あ
る
」
と
主
張
し

フ
ラ
ン
ス
紙
の
反
ド
イ
ツ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ル
キ
ス
ト
を
救
う
た
め
の
陰
謀
で
あ
り
、

モ
ロ
ッ
コ
征
服
計
画
を
持
っ

B
e
o
b
a
c
h
t
e
r
』、

右
翼
多
数
派
は
、

ド
イ
ツ
紙
の
対
抗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
与
し
た
。

ド
イ
ツ
紙
（
例
え
ば
『
攻
撃

A
n
g
r
i
f
f』、

『
ド
イ
ツ
国
民
新
聞

D
e
u
t
s
c
h
e
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 Z
e
i
t
u
n
g』、

ド
イ
ツ
情
報
局

D
e
u
t
s
c
h
e
N
 achrichten Bi.iro) 

一
四
四

ま、
9

|

．
 

『
民
族
観
察
者

V
o
l
k
i
s
c
h
e
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者、
）
斗
）
こ
。

ク

l
>
キー

急
進
党
保
守
派
の
マ
ル
ヴ
ィ
や
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー

P
a
u
l
M
a
r
c
h
a
n
d
e
a
u
 (
F院
議
員
）
ら
は
、
外
相
の
不
在
中
に
ケ
ー
・
ド
ル
セ
ー
で

(31) 

生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
フ
ロ
サ
ー
ル

L.'0.
F
r
o
s
s
a
r
d
も
流
布
し
て
い
る
「
情
報
は
根
拠
が
な
い
」
と
述
べ
、

(32) 

「
誰
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
拡
め
た
の
か
」
と
詰
問
し
、
「
虚
報
の
制
作
者
と
宣
伝
者
」
を
非
難
し
た
（
バ
ぃ
由
人

L
'
H
o
m
m
e
libre
』)。

こ
の
よ
う
な
右
翼
多
数
派
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
態
度
の
変
化
は
、

A
F
の
態
度
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

A
F
は
反
ゲ
ル
マ
ニ
ズ
ム
を
掲

ナ
チ
ズ
ム
の
興
降
に
対
し
て
も
但
論
に
注
息
を
喚
起
し
て
い
た
が
、

思
わ
れ
る
が
、

ソ
連
的
人
民
戦
線
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
十
字
軍
を
煽
動
し
た
か
ら
で
あ
る
と
、

(35) 

そ
の
理
由
を
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
左
翼
勢
力
の
行
動
に
求
め
た
。
．
二
七
年
に
は

A
F
は
、
英
伊
紳
士
協
定
は
「
地
中
海
の
現
状
維
持
」
を
、

建
設
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
評
価
し
、

(36) 

た
と
記
す
の
で
あ
る
。

同
じ
頃
、

「
モ
ロ
ッ
コ
・
ド
イ
ツ
・
共
和
国
I
.
」
と
い
う
論
説
を
著
わ
し
た
ペ
リ
ソ
ン
、
即
ち
モ
ー
ラ
ス
も
、
反
仏
的
な
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ

ム
の
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
の
追
放
を
求
め
る
『
パ
リ
1
1

ソ
ワ
ー
ル

P
a
r
i
s
-
S
o
i
r
,J
を
批
判
し
て
述
べ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の

O

A

し

i‘

る

カ

オ

|

〇
ち
、

且

「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
派
は
存
在
し
な
い
」
し
、

「
第
一
の
敵
」

「
ヒ
ト
ラ
ー
が
第
一
の
敵
」

モ
ー
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、

ヒ
ト
ラ
ー
主
義
の
執
事
、

一
四
五

こ
の
敵
こ
そ
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
最
大
の
共
犯

モ
ー
ラ
ス
は
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
が

こ
の
時
期
に
は
、
人
民
戦
線
へ
の
憎
し
み
が
ド
イ
ヅ
ヘ
い
憎
し

で
あ
る
こ
と
を
認
め
は
す
る
。
し
か
し
他
方
で
か
れ
は
、
共
産
党
へ
の
反
論
と
(34) 

か
か
る
中
傷
は
「
社
共
の
創
作
」
で
あ
る
と
語
る
の
で
あ
る
。

フ
ァ
シ
ス
ト
諸
国
が
バ
レ
ア
ル
諸
島
や
ス
ペ
イ
ン
領
モ
ロ
ッ
コ
に
基
地
を

共
産
党
が
ふ
り
ま
い
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
領
で
の
ド
イ
ツ
支
配
の
脅
威
は
、
遠
ざ
け
ら
れ

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、
攻
撃
の
矛
先
を
ド
イ
ツ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
政
に
向
け
る
の
で
あ

ヒ
ト
ラ
ー
以
前
に
も
以
後
に
も
別
の
敵
が
い
た
し
、
い
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
て
、
読
者
の
注
意
を
「
別
の
敵
」
に
引
き

「
別
の
敵
」
と
は
「
民
主
共
和
国
」
と
い
う
代
議
制
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
正
式
代
理
人
」

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
が
樹
立
さ
れ
ず
、

ま
た
ド
イ
ツ
の
兵
役
二
年
法
の
導
人
に
つ
い
て
も
、

み
に
勝
っ
た
。

け、

モ
ー
ラ
ス
は

で
あ
っ
た
。
ま
る
で
一
五

0
年
前
に
淵
源
す
る
こ
の
レ
ジ

A
F
は

4
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ヒ
ト
ラ
1
個
人
の
悪
な
ど
物
の
数
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
モ
ー
ラ
ス
の
眼
は
、

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
る
。

た
る
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
共
生
す
る
連
中
で
あ
り
、
「
わ
が
国
の
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
化
な
い
し
ユ
ダ
ヤ
教
化
し
た
民
主
主
義
は
、
ゲ
ル
マ

ン
化
し
た
民
主
主
義
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
精
神
と
ゲ
ル
マ
ン
世
界
の
模
範
的
奴
隷
的
民
主
主
義
で
あ
る
」
と
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
結
局
、

フ
ラ
ン
ス
の
共
和
主
義
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
、

敵
」
ド
イ
ツ
に
、
起
ち
向
か
わ
せ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
は
、
ド
イ
ツ
の
北
ア
フ
リ
カ
ヘ
の
脅
威
に
対
す
る
警
世
の
新
聞
で
あ
っ
た
。
し
か
し
カ
ウ

デ
ィ
ー
リ
ョ

Caudillo
と
フ
ュ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
(38) 

と
楽
観
し
て
い
た
。

ド
イ
ツ
に
自
由
な
活
動
領
域
を
委
ね
な
い
」

結
合
し
、
往
年
の
反
ド
イ
ツ
の
立
場
は
相
対
的
に
稀
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て

A
F
は、

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
敵
に
激
怒
し
、

や
や
図
式
的
に
述
べ
れ
ば
、
危
険
は
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
の
か
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
、
多
数
派
と
少
数
派
は
見
解
を
異
に

(39) 

す
る
の
で
あ
る
。
多
数
派
は
ソ
連
の
危
険
を
よ
り
重
視
し
、
少
数
派
は
ド
イ
ツ
の
危
険
を
よ
り
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
ド
・
ケ
リ
リ
ス
が

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、

て
い
る
こ
と
は
、

か
れ
は
こ
の
レ
ジ
ー
ム
の
反
ヒ
ト
ラ
ー
派
は
、

つ
ま
り
ド
イ
ツ
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
モ
ー
ラ
ス
の
主
張
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
を
「
第
一
の

A
F
は
「
ス
ペ
イ
ン
的
ラ
テ
ン
的
な
フ
ラ
ン
コ
将
軍
は
、

ア
フ
リ
カ
で

ナ
チ
ズ
ム
に
共
感
を
持
た
な
か
っ
た
と
し

フ
ュ
ー
ラ
ー
の
称
讃
者
と
妥
協
し
、
プ
ル
ム
は
「
背
後
か
ら
銃
殺
さ
れ
る
べ
き
人

ド
イ
ツ
と
ソ
連
の
二
つ
の
脅
威
の
間
で
、
「
共
産
主
義
の
危
険
を
第
一
と
し
が
ち
で
あ
っ
た
」
と
記
し

(40) 

そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

少
数
派
は
政
府
が
ド
イ
ツ
に
抗
議
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
、
政
府
の
強
硬
政
策
を
支
持
し
、
多
数
派
の
「
臆
病
な
平
和
主
義
」

(
E
・
ビ
ュ
レ
）
を
弾
劾
し
た
。
少
数
派
は
既
に
一
二
六
年
―
二
月
の
下
院
で
、

間
」
だ
と
攻
撃
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

て
も
、

ー
ム
の
悪
に
比
べ
れ
ば
、

か
れ
ら
の
立
場
を
予
示
し
て
い
た
。

つ
ま
り
モ
ス
ク
ワ
起
源
の
人
民
戦
線
へ
の
憎
悪
が
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と

ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
国
際
ス
パ
イ

一
四
六
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さ
れ
た
。

伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
ル
イ
・
マ
ラ
ン
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
事
件
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
に
関
心
を
集
中
し
、

裁
を
課
す
る
こ
と
や
、

イ
ギ
リ
ス
と
イ
タ
リ
ア
を
頼
り
に
し
う
る
の
か
な
ど
と
政
府
を
紐
し
た
。
マ
ラ
ン
は
ロ
カ
ル
ノ
と
ス
ト
レ
ー
ザ
の
復
活
を
望
み
、
フ
ラ
ン

(41) 

ス
人
に
「
武
装
し
同
盟
し
団
結
す
る
こ
と
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ド
・
ケ
リ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
コ
を
支
持
し
て
ブ
ル
ム
政
府
を
攻
撃
す
る

と
き
、

ド
イ
ツ
が
占
領
地
帯
を
要
塞
化
し
な
い
こ
と
、

か
れ
は
少
数
派
に
転
ず
る
の
で
あ
る
。
ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
、

ま
た
ド
イ
ツ
軍
が
フ
ラ
ン
ス
国
境
を
こ
え
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は

か
れ
は
全
右
翼
の
異
論
の
な
い
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
か
れ
の
視
線
が
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
脈
の
彼
方
を
凝
視
す
る
と
き
、

フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
戦
争

ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
国
境
に
兵
力
を
集
結
さ
せ
、

一
四
七

ド
イ
ツ
に
制

を
望
ん
で
い
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
人
民
戦
線
政
府
の
後
ろ
で
す
ら
、
社
共
と
と
も
に
一
人
の
人
間
と
し
て
進
軍
す
る
」

(42) 

と
そ
の
決
意
を
示
し
た
。
ま
た
か
れ
は
、
共
産
主
義
者
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
な
か
に
目
覚
め
さ
せ
た
愛
国
主
義
が
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

示
し
た
と
き
に
、
親
独
右
翼
は
平
和
主
義
者
と
な
り
、
ド
イ
ツ
の
友
人
と
な
る
た
め
に
、
愛
国
主
義
か
ら
袂
別
し
た
と
厳
し
く
多
数
派
を

(43) 

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
イ
バ
ル
ネ
ガ
レ
ー
も
戦
争
準
備
を
進
め
る
ド
イ
ツ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
国
民
の
団
結
と
軍
事
力
の
増
強
、
ス
ト

(44) 

レ
ー
ザ
戦
線
の
再
生
を
訴
え
た
。

こ
の
よ
う
な
汎
ゲ
ル
マ
ニ
ズ
ム
の
圧
力
に
抗
す
る
伝
統
的
な
対
ド
イ
ツ
強
硬
政
策
は
、
多
数
派
に
よ
っ
て
好
戦
主
義
と
批
判
さ
れ
た
。

(45) 

ペ
ル
テ
ィ
ナ
ッ
ク
ス
は
「
パ
リ
の
ロ
シ
ア
人
」
（
『
グ
ラ
ン
ゴ
ワ
ー
ル
』
）
と
中
傷
さ
れ
、
ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
「
モ
ス
ク
ワ
の
大
使
」
と
椰
楡

(46) 

マ
ン
デ
ル
や
ビ
ュ
レ
は
、
自
筆
の
記
事
を
「
か
れ
ら
の
散
文
」
と
嘲
弄
さ
れ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
の
危
険
と
仏
ソ
提
携
を
主
張
す

ド
イ
ツ
の
脅
威
を
過
小
評
価
な
い
し
過
大
評
価
す
る
多
数
派
が
出
現

る
本
、
『
フ
ラ
ン
ス
人
よ
、
こ
こ
に
戦
争
が
あ
る
F
r
a
n
~
a
i
s
,

voici la g
u
e
r
r
e
 !.JJ 

(
一
九
三
六
年
）
を
出
版
し
た
ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
、
「
狂

(47) 

人
」
扱
い
さ
れ
、
「
不
幸
の
予
言
者
」
と
非
難
さ
れ
、
そ
の
結
果
こ
の
本
は
、
回
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(48) 

わ
れ
わ
れ
は
既
に
、
左
翼
内
部
の
平
和
主
義
と
反
共
産
主
義
と
敗
北
主
義
の
融
合
を
見
た
が
、
右
翼
内
部
に
も
ネ
オ
平
和
主
義
と
反
共

産
主
義
と
敗
北
主
義
に
よ
っ
て
、
現
実
主
義
的
な
眼
を
曇
ら
さ
れ
、

4 -2-395 (香法'84)



両
者
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
態
度
の
相
違
を
分
析
し
た
先
駆
的
論
文
に
、
山
極
潔
「
フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
と
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
ー
ー
H
・
ド
・
ケ
リ
リ
ス
と

P
.
E
・
フ
ラ
ン
ダ
ン
の
場
合
l
|
_
」
『
国
際
政
治
』
三
五
号
(
-
九
六
八
年
）
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

B
r
e
e
n
,
0
 p. 
cit., 
p
p
.
 1
1
1ー

128.,
W
i
l
l
i
a
m
 A. H
o
i
s
i
n
g
t
o
n
 Jr., 
T
h
e
 C
a
s
a
b
l
a
n
c
a
 
C
o
n
n
e
c
t
i
o
n
 
:
 F
r
e
n
c
h
 
C
o
l
o
n
i
a
l
 

P
o
l
i
c
y
]
 9
3
6
-
1
9
4
3
 (
C
h
a
p
e
l
 Hill ̀

 
1984), 
p
p
.
 
1
3
7ー

146.
に
名
イ
＼
を
角
〖
っ
て
い
る
。c
f
.
,
D
.
 W
.
 P
i
k
e
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 1
9
1ー

193・

モ
ロ
ッ
コ
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
資
本
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
菊
池
孝
美
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
資
本
輸
出
の
性
格
」
『
論
叢
』
（
秋
田
経
済
大

学
）
第
一
―

1
0号
、
一
九
八
二
年
、
七
九
＼
八
七
頁
。

ド
イ
ツ
の
ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
経
済
的
関
心
に
つ
い
て
は
、

G
l
e
n
n
T
.
 H
a
r
p
e
r
,
G
e
r
m
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 P
o
l
i
c
y
 
in 
S
p
a
i
n
 
d
u
r
i
n
g
 
the 
S
pミ
n
i
s
h
C
i
 ~)i[ 

W
ミ
r
]
9
3
6
-
1
9
3
9
 (
H
a
g
u
e
,
1
9
6
7
)
.
 

三
六
年
末
ま
で
の
ド
イ
ツ
外
交
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
田
島
信
雄
「
ド
イ
ツ
外
交
政
策
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦

日
□

」
『
法
学
論
集
』
（
北
海
道
大
学
）
第
三
二
巻
一
、
二
号
、
一
九
八
一
年
を
参
照
の
こ
と
。

(
5
)
 
D
o
c
u
m
e
n
t
s
 D

芝
o
m
a
t
i
q
u
e
s
Friミ
ミ

(ais
1
9
3
2
-
1
9
3
9
,
 ze 
serie, 
t. 
III, 
N
 o.14 0」

p.207.

(6)D• 

D
.
F
.
,
 
t.IV, N
 o.64, 
p.94. 

(
7
)
例
え
ば
一
九
一
二
六
年
の
急
進
党
大
会
に
お
い
て
も
、
植
民
地
政
策
に
関
す
る
全
体
会
議
で
、
ド
イ
ツ
の
北
ア
フ
リ
カ
ヘ
の
脅
威
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ

の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

L
e
c
o
n
g
r
e
s
 
d
u
 p
ミ

m
.
rミ
dical
e
n
 
1
9
3
6
,
 pp. 3
0
9
-
3
1
0
.
 

(
8
)
ノ
ー
ゲ
ス
将
軍
は
リ
ョ
ー
テ
イ
元
帥
M
a
r
e
c
h
a
l
H
u
b
e
r
t
 L
y
a
u
t
e
y
の
「
精
神
的
後
継
者
」
で
あ
り
、
三
六
年
九
月
に
こ
の
地
位
に
就
任
し
た
。
ノ
ー

ゲ
ス
将
軍
の
モ
ロ
ッ
コ
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

H
o
i
s
i
n
g
t
o
n
Jr., 
op. 
cit. 
が
詳
し
い
。

(
9
)以
上
D
•D
.
F
.
,
 t. 
V
,
 N
 o.37 `
 
p
p
.
 5
5
-
5
8
.
 
な
お

F
o
r
e
i
n
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 the 
U
n
i
t
e
d
 States 
1
9
3
6
,
 vol. II, 
N
 o.1230, p.569. 
(
以
下
F
.
R
.
U
.
S
.
と

略
記
）
に
よ
れ
ば
、
ベ
イ
グ
ベ
ー
デ
ル
は
、
三
六
年
秋
の
汎
ア
ラ
ブ
会
議
の
代
表
に
フ
ラ
ン
コ
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
も
し
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、

ラ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
が
「
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
の
最
も
活
動
的
な
諜
報
部
員
の
一
人
」
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た

(
D
.
D
.
F
.
,

t.IV, N
 o.64, 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
l
)
 

し
た
の
を
、p.88.)

。

(10)D• 

D
.
F
.
,
 
t.IV, N
o
.
6
4
,
 p
p
.
 8
7
-
9
0
.
 

(11) 
C
i
t
e
e
 p
a
r
 B
r
e
e
n
,
 op. 
cit., 
p.113. 

二
人
の
右
翼
政
治
家
を
俎
上
に
の
せ
、

こ
こ
に
見
る
の
で
あ
る
。

両
翼
の
反
共
平
和
・
避
戦
平
和
の
多
数
派
は
、

以
下
D
.
D
.
F•• 

t.III
と
略
記
。

宥
和
現
象
の
中
核
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
四
八
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続不干渉とフランス世論一九三六 （渡邊）

前
に
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、

次
の
三
点
を
結
論
と
し
て
引
き
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、

武
器
供
給
問
題
に
対
す
る
左
右
両
翼
の
政
治
集
団
の
対
応
の
一
覧
表
を
、

四

む

す

び

コ
ッ
ト
空
相
が
の
ち
に
、

(
l
)
 

作
成
し
て
き
た
。

ド
・
ケ
リ
リ
ス
と
他
の
右
翼
と
の
間
に
一
線
を
画
し
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る

イ
バ
ル
ネ
ガ
レ
ー
は
、

一
五

、
ー
，4
 
8
 
，
 
法香（
 ，
 
，
 

3
 

こ
の
意
見
の
パ
ノ
ラ
マ
を

2
 

4
 

t. 
II, 
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1944, p.305.)
。

(43) 
H
.
 d
e
 Kerillis, 
op. 
cit., 
p. 
113. 

(
4
4
)
]
0
•
D

令
ミ
院
5
d
e
c
e
m
b
r
e
 1936, pp. 3346-7. 

―
ヤ
竺
二
八
住
'
-
―
月
の
下
＇
藍
5

で

も

、

「

平

和

を

熱

烈

に

欲

し

な

い

フ

ラ

ン

ス

人

は
い
な
い
。
し
か
し
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
平
和
と
い
う
の
で
は
、
断
じ
て
な
い
」
と
語
っ
て
い
る

(
A
l
e
x
a
n
d
e
r
W
e
r
t
h
,
 T
h
e
 T
w
i
l
i
g
h
t
 o
f
 

F
r
g
R
 N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1966, 
p.146.) 0
1

九
四

0
年
五
月
に
、
か
れ
が
人
閣
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
一
貫
し
た
反
ド
イ
ツ
の
政
治
姿
勢
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い

(
E
l
e
a
n
o
r

M. G
a
t
e
s
,
 E
n
d
 o
f
 the A
f
f
a
i
r
 
:
 the 
Collapse 
o
f
 the A
n
g
l
o
 ,
 
F
r
e
n
c
h
 A
l
l
i
a
n
c
e
 1
9
3
9
-
4
0
,
 B
e
r
k
e
l
e
y
 1
9
8
1
 `
 

p.507.)
。

(45) 
C
i
t
e
e
 p
a
r
 B
r
e
e
n
,
 0
p
.
c
i
t
:
 
p.119. 
こ
の
た
め
ペ
ル
テ
ィ
ナ
ッ
ク
ス
は
、
セ
ー
ヌ
刑
事
裁
判
所
に
提
訴
し
た

(
P
e
r
t
i
n
a
x
,
T
h
e
 G
r
a
v
e
d
i
g
g
e
r
s
 
o
f
 

F
r
a
n
c
e、
N
e
w
Y
o
r
k
,
 1944, p.431.)
。

(46)
以
上

L
e
F
r
a
n
c
i
s
苓

17
j
a
n
v
i
e
r
 1
9
3
7
 ̀

 
p.l. 

(47) 
H
e
n
r
i
 d
e
 Kerillis, F
r
a
n
c
a
i
s
,
 
voici 
la 
verite, 
p.23., C
i
t
e
e
 p
a
r
 B
r
e
e
n
,
 op. 
cit., 
pp. 1
2
6ー

7
., 
d
e
 Kerillis, 
F
r
a
n
c
a
i
s
 voici 
la guerre, 
0p. 

cit. `
 
p
.
1
5
9
.
 ド
・
ケ
リ
リ
ス
の
『
フ
ラ
ン
ス
人
よ
、
こ
こ
に
戦
争
が
あ
る
』
は
、
山
極
潔
「
フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
」
前
掲
、
二
三
＼
三

0
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(48)
拙
稿
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
三
六
|

(
P
i
e
r
r
e
 C
o
t
.
 L
e
 pr
o
c
e
s
 d
e
 la R
e
p
u
b
l
i
q
u
e
,
 



第
一
に
世
論
の
多
数
は
、
武
器
供
給
に
反
対
し
不
干
渉
を
支
持
し
た
。
右
翼
の
全
政
治
党
派
が
武
器
援
助
に
反
対
し
て
中
立
を
要
求
し

た
し
、
左
翼
の
多
く
も
不
干
渉
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。
内
政
不
干
渉
や
反
共
産
主
義
、

そ
の
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
右
翼
の
中
立
支
持
は
、
反
共
的
バ
イ
ア
ス
が
よ
り
強
か
っ
た
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
援
助
派

の
筆
頭
と
目
さ
れ
た
共
産
党
す
ら
、
「
フ
ラ
ン
ス
戦
線
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
的
民
主
的
諸
価
値
を
強
調
し
、
人

民
戦
線
の
団
結
の
維
持
の
ま
え
で
冒
険
を
犯
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
右
翼
勢
力
は
、
ブ
ル
ム
の
援
助
計
画
を
阻
む
た
め
に
内
乱
に
訴
え

る
必
要
は
な
か
っ
た
し
、
実
際
そ
の
意
図
も
な
か
っ
た
。
右
翼
勢
力
は
、
急
進
党
を
あ
て
に
し
え
た
の
で
あ
る
。
人
民
党
の
ド
リ
オ
で
す

解
し
、

そ
こ
か
ら
結
論
を
引
き
出
す
日
に
は
、

ら
、
「
急
進
派
が
ス
ペ
イ
ン
紛
争
の
な
か
で
絶
対
中
立
を
支
持
す
る
と
宣
言
し
た
こ
と
を
讃
え
、
…
…
急
進
派
が
共
産
主
義
の
二
枚
舌
を
理

(
2
)
 

フ
ラ
ン
ス
の
状
況
が
危
機
的
で
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
急
進
党
の
右
傾
に
期
待
を
か

け
て
い
た
。
こ
れ
は
ド
リ
オ
の
単
な
る
願
望
の
表
明
で
は
な
い
。
急
進
党
右
派
の

P
．
ド
ミ
ニ
ク
と

E
・
ロ
ッ
シ
ュ
は
、
ド
リ
オ
と
交
流

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
反
共
攻
撃
の
点
で
ロ
ッ
シ
ュ
と
ド
リ
オ
は
、
気
脈
を
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
最
も
激
し
い
援

助
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
た
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』
も
、

-
4
 

国
へ
の
武
器
引
渡
し
に
反
対
」
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
た
。

り
も
ど
す
と
い
う
期
待
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

従
っ
て
か
り
に
ブ
ル
ム
が
援
助
を
強
行
し
て
も
、

り
武
器
の
引
渡
し
は
阻
止
さ
れ
、

強
硬
と
思
わ
れ
た
共
産
党
も
両
義
的
態
度
を
示
し
て
い
た
。

七
月
二
四
日
、
「
急
進
派
議
員
の
大
半
は
、
革
命
状
態
の

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
右
翼
勢
力
の
な
か
に
急
進
党
は
い
つ
か
、
「
正
気
」
を
取

ブ
ル
ム
が
後
年
主
張
し
た
よ
う
な
内
乱
は
起
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
代
わ

ブ
ル
ム
政
府
は
す
ぐ
に
倒
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
二
月
六
日
」
事
件
後
の
政
局
と
同
じ
く
、
国
民
連
合

政
府
が
ブ
ル
ム
内
閣
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
内
乱
が
勃
発
す
る
た
め
に
は
、
二
勢
力
が
ほ
ぼ
対
等
の
軍
事
的
・
政
治

外
交
的
力
植
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
多
数
は
不
干
渉
を
支
持
し
、
援
助
派
は
少
数
で
あ
り
、
最
も

し
か
も
こ
の
援
助
派
の
間
に
も
、
意
見
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
ブ
ル
ム

（
ネ
オ
）
平
和
主
義
や
避
戦
主
義
、
仏
英
協
調
が

一
五

4 ---2 -400 (香法'84)



続不干渉とフランス世論—寸九―シミ六（渡邊）

に
お
け
る
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

れ
た
諸
問
題
（
平
和
・
革
命
・
安
全
保
障
•
仏
独
関
係
）

は
、
伝
統
的
な
左
右
の
対
立
を
越
え
て
、
左
翼
内
部
・
右
翼
内
部
に
も
対
立
と

混
乱
を
も
た
ら
し
、
政
治
潮
流
の
再
編
を
促
し
、
反
共
平
和
・
避
戦
恐
独
の
宥
和
主
義
潮
流
の
形
成
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
左
翼
に
あ
っ

て
は
、
第
一
党
た
る
社
会
党
の
対
応
や
、
急
進
党
右
派
の
台
頭
に
そ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
右
翼
に
あ
っ
て
は
、

ポ
ワ
ト
ゥ
1
1

デ
ュ
プ
レ
ス
ィ

J
a
c
q
u
e
s
P
o
i
t
o
u
 ,
 
D
u
p
l
e
s
s
y
が、

を
と
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
酋
時
（
三
七
年
一
月
）
、
保
守
派
が
、
E
敵
は
ヒ
ト
ラ
ー
か
ス
タ
ー
リ

こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
（
い
。

最
後
の
結
論
は
第
二
の
結
論
と
も
関
連
す
る
が
、

(
7
)
 

で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
宥
和
主
義
を
支
え
る
心
理
状
態
が
、
国
民
の
な
か
に
も
出
現
し
た
こ
と

つ
ま
り
社
会
心
理
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

ン
か
で
分
裂
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
事
実
は
、

対
す
る
態
度
を
め
ぐ
る
譲
歩
多
数
派
と
抵
抗
少
数
派
と
の
分
裂
に
、

の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

急
進
党
議
員
団
団
長
セ
ザ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
シ

C
e
s
a
r
C
a
m
p
i
n
c
h
i
の
演
説
、
「
イ
ギ
リ
ス
と
と
も
に
な
ら
全
て
は
可
能
で
あ
り
、

こ
の
両
襄
の
譲
歩
多
数
派
が
、
今
後
、

フ
ラ
ン
ス
外
交
の
舵

一
五
三

ィ

そ
れ
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
・
ケ
リ
リ
ス
や
共
和
連
盟
の

レ
ヴ
Jこ

lレ

（
政
党
政
治
レ
ヴ
ェ
ル
）

第
こ
の
結
論
は
、

こ
の
時
期

（
三
六
年
夏
か
ら
：
．
七
年
初
頭
）

い
う
る
の
で
あ
る
。

が
頼
り
と
す
べ
き
強
力
な
政
治
勢
力
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
与
党
内
か
ら
あ
が
っ
た
反
対
の
声
は
、
ブ
ル
ム
首
相
に

と
っ
て
打
撃
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
援
助
派
は

F
院
で
多
数
を
制
し
え
な
か
っ
た
。
か
か
る
傾
向
は
、
単
に
国
政
レ
ヴ
ェ
ル
で
存
在
し

；
月
の
県
議
会
の
動
向
は
、
筆
者
の
第
／
の
結
論
を
確
認
す
る
も
の
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
世
論
の
動
向
は
、

た
だ
け
で
は
な
い
。
中
立
と
平
和
を
強
調
す
る
―
.. 
」
ハ
年
．

ブ
ル
ム
首
相
に
政
策
の
選
択
肢
を
狭
め
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
政
策
決
定
者
は
、
当
然
、

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
を
名
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

の
世
論
が
、
政
府
の
政
策
を
制
約
し
た
と

こ
の
意
味
で
、
世
論
の
分
裂
で
は
な
く
て
、
殆
ど
／
致
し
た
介
人
反
対

の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
政
治
集
団
の
反
応
の
な
か
に
、
政
治
運
動

の
原
型
を
看
取
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
含
ま

ド
イ
ツ
に

4 -2 -401 (香法'84)



と
ス
ペ
イ
ン
が
同
盟
す
る
こ
と
は
、

と
も
あ
れ
こ
の
平
和
希
求
が
、
国
民
の
自
己
保
存
本
能
の
鈍
麻
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
既
に
、
社
会
党
フ
ォ
ー
ル
派

や
急
進
党
が
平
和
主
義
と
反
共
主
義
を
強
め
た
様
を
見
、
本
稿
で
、
右
翼
多
数
派
が
ネ
オ
平
和
主
義
に
傾
斜
す
る
様
を
見
た
。
と
く
に
右

翼
の
世
論
形
成
者
に
顕
著
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
愛
国
的
弦
を
打
ち
鳴
ら
す
の
で
は
な
く
て
平
和
主
義
を
説
き
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
軽
視

(13) 

し
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
関
心
を
、
戦
争
の
恐
怖
と
共
産
革
命
の
恐
怖
に
向
か
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。
右
翼
に
と
っ
て
、
宿
敵
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
と
い
う
国
益
に
反
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
外
に
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

い
る
。

(
8
)
 

ギ
リ
ス
が
い
な
い
な
ら
全
て
は
不
安
で
あ
る
」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

原
則
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て

フ
ラ
ン
ス
国
民
の
平
和
と
安
全
を
、
仏
英
協
調
を
軸
に
確
保
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
満
場
一
致
で
認
め
ら
れ
た
基
本
原

(
9
)

（

10) 

理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

M
.
H
・
ハ
ル
ペ
リ
ン
の
言
う
「
共
有
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
群
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
三

0
年
代

(11) 

前
半
に
は
、
共
産
党
を
除
く
す
べ
て
の
集
団
は
、
「
平
和
の
原
理
」
と
「
国
民

Z
ation
の
原
理
」
を
共
有
し
て
い
た
。
敷
術
す
れ
ば
、
戦

し
か
る
に
三
五
年
以
降
、

こ
の
原
理
を
受
容
し
、

フ
ラ
ン
ス
社

イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
実
力
行
使
を
ま
え
に
し
て
、
「
国
民
原
理
」
よ
り
「
平
和
原
理
」
が
優
位
を
占
め
る
に

至
っ
た
し
、
共
産
勢
力
の
攻
勢
の
前
で
、
「
反
共
原
理
」
が
新
た
に
重
要
性
を
帯
び
て
き
た
。
「
対
独
復
讐
」
を
主
張
し
て
い
た
右
翼
多
数

派
の
な
か
に
、
左
翼
の
「
仏
独
接
近
」
と
は
そ
の
論
理
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
「
仏
独
接
近
」
論
が
登
場
し
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。

(12) 

わ
れ
わ
れ
に
保
持
を
命
ず
る
」
も
の
だ
と
語
っ
た
こ
と
は
示

さ
ら
に
共
和
連
盟
の
議
員
が
、
平
和
は
「
大
戦
中
の
一
五

0
万
の
死
者
が
、

唆
的
で
あ
る
。
し
か
も
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
闘
い
の
中
心
に
お
か
れ
た
の
は
、
平
和
擁
護
の
問
題
で
あ
っ
た
。
不

干
渉
派
は
勿
論
の
こ
と
、
共
産
党
す
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
」

の
名
に
お
い
て
、
介
入
を
主
張
し
た
こ
と
は
、

会
に
統
合
さ
れ
た
）
。

争
忌
避
と
愛
国
主
義
の
原
理
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
共
産
党
も
人
民
戦
線
戦
術
と
と
も
に
、

こ
の
時
期
、
仏
英
協
調
は
左
右
両
翼
に
共
有
さ
れ
た
外
交

一
五
四

4 -2-402 (香法'84)
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あ
っ
た
。

界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
五

一
九
三
六
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
促
進
し
た
の
が
、

現
実
味
の
薄
い
ス
ト
レ
ー
ザ
戦
線
（
仏
・
英
・
伊
三
国
の
連
合
）

の
復
活
を
要
求
す
る
マ
ラ
ン
ら
の
間
で
割
れ
て
お
り
、
影
響
力
に
も
限

は
反
ロ
シ
ア
で
あ
り
、

キ
化
し
た
ロ
シ
ア
と
、
内
に
は
、
強
大
化
し
た
共
産
勢
力
に
直
面
し
、
右
翼
多
数
派
は
そ
れ
以
前
の
よ
う
に
、
仏
露
提
携
に
踏
み
出
せ
な

(14) 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
・
ケ
リ
リ
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
憎
し
み
か
ら
、
少
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
の
半
数

(15) 

そ
れ
は
親
独
派
に
な
る
た
め
の
第
一
段
階
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
右
翼
の
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
曇
ら
せ

た
も
の
こ
そ
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
、
反
共
平
和
・
避
戦
平
和
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
国
民
原
理
」
を
こ
の
時
期
に
主
張
し
た
の
は
、
共
産
党
と
右
翼
少
数
派
で
あ
っ
た
。
し
か
し
共
産
党
の
こ
の
豹
変
は
、
不
信
の
眼
で
見

(16)

（

17) 

ら
れ
た
し
、
個
性
の
強
い
政
治
家
か
ら
な
る
伝
統
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
右
翼
少
数
派
も
、
仏
ソ
同
盟
を
主
張
す
る
ド
・
ケ
リ
リ
ス
と

畢
境
、
人
民
戦
線
方
式
に
よ
る
共
産
党
の
躍
進
と
工
場
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
、
そ
れ
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
反
共
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
、
平
和
主
義
・
避
戦
主
義
・
敗
北
主
義
（
恐
独
心
理
）
な
ど
と
結
合
し
、
宥
和
主
義
の
精
神
的
土
壌
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
心
理
状
態
が
、
明
確
な
輪
郭
を
帯
び
る
の
が
、

(
1
)
左
翼
政
治
集
団
の
意
見
の
布
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
三
六
」
、
前
掲
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
)
 
L
'
E
m
a
n
c
i
p
a
t
i
o
n
 Nationale、
1
5

abotit 1
9
3
6
,
 p
.
 2・ 

(
3
)
 
Dieter W
o
l
f
,
 0p.cit.
、
p
.
2
3
4
.

邦
訳
、
前
掲
書
、
二
四
二
、
二
八
九
頁
。

(
4
)
 
L
'
A
c
t
i
o
n
 Fr. ミミ
m
s
e、
2
4

juillet 1
9
3
6
,
 
p
.
2
.
 

(
5
)
 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 1
8
-
2
4
 
n
o
v
e
m
b
r
e
 1
9
3
6
.
 

(
6
)
 
W
.
D
.
 Irvine, 
op. 
cit., 
p
.
1
7
8
.
,
 
H. d
e
 Kerillis, 
Francais 
voici 
la 
guerre, op. 
cit., p
p
.
1
1
,
 9
5
-
9
6
.
 

ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
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そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
次
稿
の
社
会
集
団
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

(
8
)
I
O
•
D念ミ
努
」
5
d
e
c
e
m
b
r
e
 1936, p.3372. 

(
9
)
仏
英
協
調
に
つ
い
て
一
言
す
る
。
こ
の
仏
英
協
調
は
、
専
制
と
抑
圧
に
反
対
し
自
由
と
平
等
を
擁
護
す
る
と
い
う
西
欧
民
主
主
義
を
、
仏
英
両
国
が
共
有

す
る
と
い
う
政
治
的
理
由
か
ら
主
張
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
実
際
問
題
と
し
て
、
独
伊
枢
軸
国
の
軍
事
力
に
単
独
で
対
抗
し
え
な
い
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
軍
事
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
輪
出
入
す
る
物
資
の
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
イ
ギ
リ
ス
商
船
の

輸
送
に
頼
っ
て
い
た
の
で
あ
る

(
R
o
b
e
r
tJ• 

Y
o
u
n
g
,
 I
n
 C
o
m
m
a
n
d
 o
f
 Friミ
n
e
e
:
 Fr
e
n
c
h
 F, ミ、
e岱
n
P
o
l
i唸
ミ

n
d
Militミ
0
p
K
n
n
m
g
]
9
3
3
 

-
1
9
4
0
,
 
M
a
笏
a
c
h
u
s
e
t
t
s
1978, 
p.22.)
。
ま
た
再
軍
備
政
策
の
予
算
を
捻
出
し
、
国
外
に
流
出
し
た
資
本
を
還
流
さ
せ
る
た
め
の
フ
ラ
ン
の
切
下
げ

d
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
を
、
ア
ン
グ
ロ
1
1

サ
ク
ソ
ン
諸
国
と
協
力
し
て
断
行
（
三
六
年
九
月
）
し
た
こ
と
は
、
金
融
上
も
英
米
両
国
と
結
び
つ
い
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
た

(
R
e
n
e
Girault, ＾^
 
L
e
o
n
 B
l
u
m
,
 la d
e
v
a
l
u
a
t
i
o
n
 d
e
 1
9
3
6
 et la c
o
n
d
u
i
t
e
 d
e
 la p
o
l
i
t
i
q
u
e
 e
x
t
e
r
i
e
u
r
e
 d
e
 la F
r
a
n
c
e
"
,
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
 

I
n
t
e
m
d
t
i
oミ
ales,

N
 o.13, 
1978, 9
1
-
1
0
9
.
)

。
つ
ま
り
宙
ヂ
車
ヂ
的
〗
・
仝
平
融
呼
的
お
よ
び
洵
匹
運

t

の
依
存
関
係
が
、
仏
英
協
調
の
現
実
的
な
下
部
構
造
と
し
て

存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に
仏
英
協
調
は
、
基
本
原
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
英
協
調
の
軍
事
的
経
済
的
側
面
は
、
不
干
渉
政
策
さ
ら
に
は
宥

和
政
策
の
軍
事
的
経
済
的
動
機
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
別
稿
で
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

モ
ー
ト
ン

•
H

．
ハ
ル
ペ
リ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
と
官
僚
』
山
岡
訳
（
サ
イ
マ
ル
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
、
一
―
＼
一
五
頁
。

R
a
o
u
l
 G
i
r
a
r
d
e
t
,
 "
L
a
 v
i
s
i
o
n
 d
u
 m
o
n
d
e
 e
x
t
e
r
i
e
u
r
 d
a
n
s
 la F
r
a
n
c
e
 d
e
s
 a
n
n
e
e
s
 1930," Bulletin d
e
 la Societe d'Histoire 

(15) 

(16) 

(10) 

(11) 

(
7
)
 

こ
の
指
摘
は
、

M
o
d
e
r
n
e
,
 n
o
.
1
 
(1968), 
15-17. 

(
1
2
)
]
0
•
D
念
U
萎

5
d
e
c
e
m
b
r
e
 1936, 
p.3341. 
な
お
竿
ヂ
去
E

は
上
小
見
で
あ
る
が
、

J
o
s
e
p
h
Folliet, 
Pacifisnze 
d
e
 
droite, 
bellicisnze 
d
e
 g
a
u
c
h
e
 

(Paris, 
E
d
i
t
i
o
n
s
 d
u
 Cerf, 
1938). 
と
い
う
士
小
が
出
版
さ
れ
た
事
実
も
、
こ
の
時
期
の
心
理
状
況
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

(13) 
M
i
c
a
u
d
,
 F
r
e
n
c
h
 R
i
g
h
t
 a
n
d
 N
a
z
i
 G
e
n
n
a
n
y
 op. 
cit., 
p.224. 

(14)
例
え
ば
の
ち
に
代
表
的
な
右
翼
少
数
派
に
な
っ
た
ド
・
ケ
リ
リ
ス
す
ら
、
三
六
年
六
月
二
三
日
の
下
院
で
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
事
実
は
、
こ
の
事
情
を

物
語
っ
て
い
る
。
か
れ
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
下
院
に
、
も
は
や
七
二
名
の
ロ
シ
ア
の
代
議
士
が
い
な
い
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
仏
ソ
条
約
を
受
け
入
れ
る
で
あ

ろ
う
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
0

]
.
0
•
D
念
ミ
麿
2
3
juin 
1936, 
p.1554. 

d
e
 Kerillis, 
F
r
a
n
c
a
i
s
 
voici 
la 
g
u
e
n、e,
pp. 98, 
10 0
1
 102. 

ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
、
共
産
主
義
者
が
ド
イ
ツ
の
危
険
を
叫
ん
で
い
た
こ
と
を
承
認
す
る
が
、

「
ス
タ
ー
リ
ン
の
命
令
で
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ソ
連
の
代
理
人
は
愛
国
主
義
を
始
め
た
」

こ
の
「
ネ
オ
愛
国
主
義
」
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
直
接
き
た
と
か
、

と
不
信
を
隠
し
て
い
な
い
。

Ibid.」

pp.
1
1
1ー

112.

一
五
六
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追

記

『

香

川

法

学

』

に

校

正

ミ

ス

が

あ

り

ま

し

た

。

①
一
三
六
頁
、
九
行
目
、
容
体
↓
客
体
。
②
一
五
五
頁
、
五
行
目
、
賃
借
↓
貸
借
。
③
一
七
四
頁
、

九
一
頁
、

付
記

ア

ク

シ

ダ

ン

(17)
ド
・
ケ
リ
リ
ス
は
ス
ト
レ
ー
ザ
戦
線
を
、
「
偶
然
の
出
来
事
」
と
か
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
述
べ
て
峻
拒
し
て
い
る
し
、
内
政
面
で
は
ド
・
ラ
・
ロ
ッ
ク
の

P
S
F
に
「
大
い
な
る
希
望
」
を
見
い
出
し
て
い
る
。

I
b
i
d
.」

p
p
.
2
8
-
2
9
,
 

114. 

本
稿
執
筆
に
当
り
、
山
極
潔
東
洋
大
教
授
よ
り
貴
重
な
御
蔵
書
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

二
行
目
、

こ
の
よ
こ
う
に
↓
こ
の
よ
う
に
。

お
詫
び
と
訂
正
。
前
号
の

一
五
七

八
行
目
、
外
交
↓
内
政
。
④
一

（
一
九
八
四
年
六
月
脱
稿
）

4 -2--405 (香法'84)


